
幼・小・中附属長岡校園　第1章

「創造的な知性を培う」

科学教育に重点を置いた

連携教育課程の編成
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- 新 たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創り あげる子 ども -
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｢ 空気 っ てや わらか い と思 っ て い たけど､ おし返してくるすご い パ ワ ー が ある｣

｢ き っ と ､ ボ ー ル にも空気の性質が利用されて い るはずだ｡ ｣
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｢ 固 い ボ
ー ル の 方が よく弾む な｣ とボ ー ル の弾み を見て い た A さ ん｡ ｢ で も､ 注射器の ときはおす

ほ ど､ 力が出た空気だ っ たはずなの に ･ ･ ･ ｣ と表情をくもらせ た ｡ ｢ 何が引 っ かか るの ? ｣ と教師

が 問う ｡ すると ､ ｢ おせない 固い ボ ー ル の 方がよく弾むの は ､ おすとパ ワ ー を出した注射器の こ とが

あて はまらな い ｡ ｣ と疑問を具体的に説明して くれた ｡ そ して ､ ボ
ー ル の手応えを確かめて いくうちに ､

｢ 固 い ボ
ー ル は注射器をおし こんだときの ような力を､ もともとも っ て い るの で はない か｣ と いう間

重 い をも っ たの で ある ｡
そこ で ､ A さん は手がかりを得るため に､ 実際に どの くら い の 空気が閉 じ込められ て い る の か ､

調 べ て み る こと にした ｡ する と､ ボ ー ル には予想 して い た量よりはるかに多くの 空気が詰ま っ て い

る ことが分か っ た｡ そして ､ ｢ 固 い ボ ー ル も注射器をお し こんだときも空気の 粒が ぎゅ うぎゅうに つ

ま っ て 入 っ て い る から ､ 同じようにお し返す力が強い んだな｣ と､ 元 々 ある内側から圧 し返す力を

とらえて ､ ボ ー ル が弾む理由を説明した ｡

さ ら に､ ｢ 酸素ボ ンベが あれ だけ固 い 金属で できて い るの は,

至 内側からもの すご い 力で お し返す力が働くか らなん だ｣ と ､ 他

の事象にも当て はめて い っ た｡

学びを通して ､ 空気の性質に つ い て の 理解を確かなもの に し､

さ ら に それを ､ 生活の あら ゆる場面に 利用さ れ得る ( 実際に利

用され て い る) 性質と して とらえる こ とによ っ て ､ 空気に つ い

て の ｢ 新たな概念｣ を創りあげて い っ たの である ｡
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1 なぜ, ｢ 新 たな概念 ･ 認識 ･ 価値観 を創 りあげる子 ども｣ か

今､ 時代は社会の変化に柔軟に対応でき､ 経済､ 科学､ 技術な どの 様々 な面で ､ 国際社会､
地域社会

に貢献して い けるような人材を求めて い る｡ そ の ため ､ 教育にお い ても､ 個人の 多彩な能力を開花させ ､

創造性､ 独創性を滴養して いくこ と､ ま た､ そ の知識や能力を実社会で生か して い くことがで きる社会

性や倫理観､ 道徳心な ど､ 豊かな人間性の はぐくみが重要な課題であるとされ て い る ｡

で は､ 実際に どの ような方法をも っ てすれ ば ､ 創造性や独創性の 滴養､ 豊か な人間性の はぐくみがな

される の であろうか｡

わたしたちは､ 子 どもが新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創りあげる学びを通して ､ そ こ に迫ろうと考え

てきた｡

冒頭に紹介した の は ､ 生活に深く関わる内容を従来の 学習内容に付加する こ とによ っ て ､ 子どもが ､

空気の性質に関わる概念を生活の 中で統合された ｢ 新たな概念｣ として形成して い っ た例である ｡ こ の

ような学習を積み重ねて いくこ とに より ､ 子 どもは単なる知識として で はなく､ 生活を支え､ 豊かに し

て い るもの として の概念を創りあげて いくの である｡ A さんが ､ 酸素ボ ン ベ の造りを､ 空気が圧 し返す

力の働きから説明して いく姿は ､ 学習を通して ､
生きて働く思考力が し っ かりと形づくられて い る姿で

あると いえる｡

こ の
､ 小学校 4 年 ｢ 自然科学科｣ 単元 ｢ 空気と水の パ ワ ー を使おう｣ で は ､ 従来の理科の学習内容で

ある ｢ 閉じ込められた空気を圧 すと ､
かさは小さくなるが ､ 圧 し返す力は大きくなるこ と｣ に ｢ 空気は

閉じ込める量によ っ て圧 し返す力が調節で きる こと｣ を付加した｡ これは ､ 生活場面にお い て空気の性

質を利用して い るボ ー ル やタイヤと い っ た道具が ､ 閉じ込める空気の量によ っ て得られる圧 し返す力の

違 いを利用したもの だからで ある ｡

従来の理科の学習で は ､ 外から圧 し縮める力だけを対象と して おり､ もともと内側から働 い て い る圧

し返す力を取り扱 っ て いなか っ た ｡ そ の ため ､ 子どもが ､ 生活の場面に当て はめて 空気の性質とその利
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用の され方を理解 したり､ 学んだ ことが生活に生かされて い ると い っ た有用性を感じたりするまで には

至らなか っ たの で ある ｡

学習対象に追求の価値を見出し , その 意味や構造を把握したり､ 既有の 知識や他領域と関連付けたり

する こと ､ それを日常生活に生 かして い こうとする こと で ､ 子どもは新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創り

あげる ｡ そ こで達成感を味わ っ た子 どもは､ また新たな学習対象に出会 っ たときに ､ 主体的､ 能動的に

学んで い こうとする｡

こ の ような学びが ､ 子 どもの ｢ 創造的な知性を培う｣ こと に つ ながり､ 幼 ･ 小 ･ 中12 年間の学びで求

める人間像 ｢ 個性的で豊かな人間性をもつ 子 ども｣ の 育成に つ ながるの で ある ｡

2 幼 ･ 小 ･ 申達 携研究 ｢創造的 な知性を培 う｣

校園の子 どもの実態と教師の願 い ､ 校園の教育理念､ そ して ､ 前述 した社会の要請と いう面からも ､ ｢ 創

造性を伸ばす｣ ことと ｢ 豊かな知性を育て る｣ こ とが大切であると考え､ 連携研究主題を ｢ 創造的な知

性を培う｣ と設定 し､ 幼 ･ 小 ･ 中12 年間を見通した連携教育課程研究に踏み出した ｡

子どもが新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観を創りあげることを積み重ねて ､ 校園全体で ｢ 創造的な知性を培う｣

に迫るために ､ ｢ 感性｣ ｢ 科学的なものの 見方 ･ 考え方｣ の段階的なは ぐくみ に着目し､ これまで の各校

園独自の研究へ の取組の成果をもとにしなが ら､ 本格的に幼 ･ 小 ･ 申達携研究をス タ ー

トしたの で ある｡

3 科学系教科を重点教科 に

幼 ･ 小 ･ 中12 年間を見通した連携教育課程研究にお い て ､ ｢創造的な知性を培う｣ で 大切 にする｢ 感性｣｢ 科

学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくんで い くこ とを目的と し､ まずは ､ 系統性の 見えやすい科学系教

科等の 連携カリキ ュ ラム から着手するこ とにした｡

当校園は ､ 新潟大学の附属校園で あると いう こと に加え､ 近隣には ( 国立) 長岡技術科学大学､ ( 国立)

長岡工業高等専門学校な どが あり ､ 充実した科学教育を推進するの に大変恵まれた環境にある ｡

また ､ 生命倫理 に関する問題な どの さまざまな問題が顕在化し､ 科学や技術に対するわた したちの感

性が大きく問われて い る今､ 学校教育にお い ても､ 科学リ テラ シ ー の 滴養､
これまで の個別の学問領域

からの ア プロ
ー

チ で は解決できな い ような複雑な要因の からまっ た現代の 諸問題を解決で きる力 ､ 新た

な科学や技術を生み出す力をはぐくむこ とが求められ て い る ｡

これらの ことを勘案し ､ 科学系の教科を重点教科と定めて ､ 全教科 ･ 領域で研究を進める こととした

の で ある ｡

附属長岡校園は ､ 平成15 年度 - 17 年度の 3 年間､ 文部科学省の 研究開発学校と して の 指定を受けて い る｡

研究開発課題 ｢ 創造的な知性と自然との共生 の心を培う 『科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え

方』 をは ぐくむ幼稚園 ･ 小学校 ･ 中学校の1 2 年間を見通した教育課程の研究開発｣ に 向けて ､ 現行の指

導要領によらな い特例措置を受け､ 先進的で提案性の ある幼 ･ 小 ･ 申達携の姿を示そうと ｢ 自然科学科｣

｢科学/ 技術科｣ 等の新設教科の設定 ､ 算数科 ･ 数学科 ･ 理科の 時数増を行 い , 教育課程の 開発に取り組

んで い る ｡

なお ､ . r 科学的な感性｣ を校園で は以下 の ようにとらえて い る ｡

｢ 科学的な感性｣

外界のひ と ･ もの ･ こ とか ら構成さ れる学習対象と自分との か か わりを感覚と知覚によ っ て把

握し､ その か か わりの中に科学的に探究する価値を見出し, 追求してい こうとする能力
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1 科 学教育 に 重点 を置 い た連携教 育課糧編成 に 向けての 第1 年次 の 取組

(1) 研 究組織の編成と運営及び評価

幼 ･ 小 ･ 中の職員の合同研究組織作りとその運営を行 い ながら ､ 研究組織 ､ 運営の方策の見直しも

図っ てきた ｡

研修 グル
ー

プが互 い に研究の推進状況を伝え合 っ たり､ ｢ 科学的な感性､
一 科学的もの の見方 ･ 考え方｣

を研修 グル ー

プ同士 で どう関連をも っ て ほ ぐくん で い けるかな どを話し合 っ たりする必要から ､. 研究

主任 ､ 各教科の教科主任､ 評価部の代表で組織する科学教育推進委員会を発足させ た｡ また ､ 幼稚園

から小学校 へ の 滑らか な接続を意図した教育課程をこ? い て 考える幼
･ 小接続期部会を発足させ た d.

評価 グル ー

プ に つ い て は当初､ 3 つ の 教科連携 グル
ー

プと同等の 位置付けで あ っ た ｡ しか し､ 実践

を行 っ て い る立場か ら評価 につ い て 意見をもらう こ とが重要である と考え ､ 教科の 代表者も評価 グ

ル ー

プの
一 員と し､ 評価グル ヤ プの 位置づけ､を上 に した ｡.

こ の こと によ っ て 評価と いう∵視点を大事に

しながら研究を進めて い けるよう に な っ た ｡

(2) 新設教科の新設の趣旨 ･ 基本方針 ･ 目標の設定及び時数増教科の時数増の趣旨 ･ 基本方針丁目標の設定とその見直し

科学教育に関わ る教科等の 新設の 趣旨､ 基本方針､ 目標の 設定及び時数増教科 における時数増の趣

旨､ 基本方針､ 目標を設定した｡ そして ､ 幼 ･ 小 ･ 中の 連携という視点から見直しを図 っ た ｡

(3) 各教科では ぐくむ ｢ 科学的な感性､ 科学的な もの の 見方 ･ 考え方｣ の とらえの二設定 -
'

幼 ･ 小 ･ 中で 共通理解 を囲 っ た ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の とらえを基に ､

各教科で はぐくみ を目指す ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を､ 幼 ･ 小 ･ 中の 発達の

段階性を踏まえなが ら設定した｡

(4) ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を単元毎に み とる方法の 開発

｢ 科学的な感性､ 科学的なものの 見方 ･ 考え方｣ の 評価方法として ､
ポ ー

ト フ ォ リオ等を活用 して

子 どもの記述 から評価する方法､ 教師の観察によ る評価の方法として パ フ ォ ー

マ ン ス テ ス トな どの 開

発に取り組んだ｡

( 5) 幼 ･ 小 ･ 中の1 2 年間を見通した連携教科カリキ ュ ラムの 作成と実践

3 つ の連携教科における活動 ･ 単元関連表を作成し ､ 見直しを図 っ てきた｡ ま
`
た､ 劫 ･ 小 ･ 中 の滑

らかな接続を図る には どうしたらよい かを検討し､ 連携の在り方に改善を加えた｡

連携教科毎に12 年間で構築を目指す概念 ･ 認識 ･ 価値観を明示し､ 連携カ リキ ュ ラム作成に取り組

み ､ 実践を行 っ てきた｡

科学系以外の教科に つ い ても ､ ｢ 感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ をはぐくむとい う視点から､

従来の教科指導を見直し ､ 教科 カリキ ュ ラ ム の再編に取り組ん だ｡

(6) . 連携教育課程の評価

幼 ･ 小 ･ 中共適意識調査を作成､ 実施 した ｡ 他校にも意識調査を依頼した｡ 校園内で の調査時期に

よる比較.･ 分析と ､ 他校の デ ー タとの比較 ･ 分析から ､ 連携教育課程の評価を行 っ た｡ /ト学校 ･ 中学

校で C R T を実施し ､ 学習指導要領に示さ れた内容の確実な習得がみ られるか どうか に つ い て も評価

してきた｡

また ､ 各教科の 単元で ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を どうみと っ て いくか ､ そ

の 評価方法の 開発に重点的に取り組んだ ｡

2･ 科学教育 に 重点を置 い た連携教育課程 編成 に 向けて の 第 2 年次 の研 究計 画

第 2 年次は､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を段階的に はぐく･みながら創造的な知

性を培う連携教科 カリキ ュ ラム の 有効性を実証 して い く｡ したが っ て ､ 連携教科カ リキ ュ ラ ム の評価を
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して い くことが中心課題となる ｡ そして研究組織のあり方につ い て の提案､ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的な

もの の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくむ教師の働きかけ (教材 ､ 指導方法､ 学習過程な ど) の 提案､ 評価 (教

育課程評価 ･ 教科カ リキ ュ ラ ム評価 ･ 単元内評価) 方法の提案な どを行 っ て い く｡

(1) 研究仮説

① 現行の 幼稚園教育要領の 5 領域を科学の視点で捉え直し､ 遊びの 中で 知的好奇心 ･ 探究心をは

ぐくむ内容領域 ｢ かがく｣ を設定するとともに ､ 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ ( 幼稚園年長児 1 1 月 か

ら小学校 1 学年 7 月まで) を設定した｡ 幼 ･ 小の 円滑な科学教育の接続を図っ た連携カ リキ ュ ラ

ム を実施し､ 評価 ､ 見直しを行う｡

② 科学的な概念を生活との 関係にお い て学ぶ小学校 ｢ 自然科学科｣ を新設し､ その 学びを時数増

を行う中学校理科と科学や技術と人との かか わりを実践的 ･ 体廠的に学ぶ 新設の中学校 ｢ 科学/

技術科｣ へ と つ なげる｡ これか らの 科学や技術の あり方を追究する連携 カリ キ ュ ラ ム を実施し､

評価 ､ 見直しを行う｡

③ 数学的な概念 ･ 原理 ･ 法則の扱 い の
一

貫性を図る ことと ､ 実物実験 ･ 思考実験 による数学的な

感性の 感得を目指した小学校算数科と中学校数学科の 連携カ リキ ュ ラム を実施し､ 評価､ 見直し

を行う ｡ それ に伴い ､ 算数科 ･ 数学科とも時数増を行う ｡

④ 各教科で培 っ た資質 ･ 能力を総合化する学習場面と して の小学校 ｢ 科学探究科｣ と中学校 ｢ サ

イ エ ン ス コ ー ス｣ で ､ 各教科で の学びを科学と いう視点から深化 ､ 発展させて い く｡ また ､ その

評価 ､ 見直しを行う ｡

これらの 取組により､ 科学に興味 ･ 関心をもち ､ ｢ 科学的な感性｣ を働かせて ､ ｢ 科学的なもの の

見方 ･ 考え方｣ を広め ､ 深めなが ら､ 探究して い くとともに､ 自分で考え､ 的確 に判断し､ 行動 ･

実践する ことの で きる子 どもを育てる こ とが できるの で はな い か｡

(2) 第 2 年次の研究課題

①･ 連携カリキ ュ ラム の 評価

3 つ の 教科連携 にお い て 目指す概念 ･ 認識を ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣

を段階的にはぐくみながら構築で きるように作成し､ 実践してきた教科連携カ リキ ュ ラム の 有効

性を検証して い く｡ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の はぐくみ を幼稚園､ 幼 ･

小接続期 ､ 小学校 ､ 中学校の 各段階毎にみとり､
こ の 2 つ を観点に教科連携カ リキ ュ ラム を評価

して いく｡ みとるための評価方法の 開発も引き続き行っ て い く｡

(参 研究組織の 評価

研究を推進しながら研究組織の 評価 を行い ､ 学校全体で 科学教育を推進して いくための研究組

織の 在り方 ､ 幼 ･ 小 ･ 中 の連携を確かなもの に して い くための 研究組織の 在り方の成果と課題を

整理 して い く｡

(勤 評価の観点の 検討

評価の 観点として当校園が新たに設けた ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を観

点に取り入れる こ との有効性を実証 して い く｡ ま た ､ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科

学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の 3 つ の観点の かかわりに つ い て検討 し明らか にして い く｡

④ 共通意識調査及び標準学力調査による教育課程の 評価の 継続

引き続き共通意識調査を実施し ,
こ れまで の デ ー

タと比較して ､ 科学 に重点を置い た連携教育

課程の 有効性 を示して い く｡ 他校の デ ー

タ も継続して とり､ 比較 ･ 検討 して ､ 教育課程の 評価を

-
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行う ｡ 第2 年次の 取組を行うこ とで どん な効果が期待できるの か を事前に定め て ､ 定期的に把握

し ､ 期待 した効果との 重 なりやずれから ､ 成果と課題 の それぞれ を明確に して い く｡ ま た ､ 科学

教育に重点を置い た教育課程の実施が ､ 現行の学習指導要領の 内容の 定着に及ぼす効果を標準学

力検査で測定する ｡

⑤ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ をは ぐくむための 教師の 働きかけの 整理

これまで の 実践の 中か ら､ 子 どもたちが ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働

かせ て学ぶ ことがで きるような教材開発 ､ 教材の提示方法､ 話 し合い 場面の 設定､
生徒同士 の協

働 ､ 生徒の 自己評価用紙の 工夫な どの教師の働きかけが見えて きて い る ｡ それ らを整理 し､ 教師

の働きかけと して提案して い く｡

(む 科学系教科とそれ以外の 教科との 関連の 明確化

科学系の教科で はぐくむ ｢ 感性｣ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ が ､ それ以

外の教科で はぐくむ｢ 感性｣ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ と どの よう に影響を及ぼしあう のかを､

授業研究等で 見られる子どもの 姿や共通意識調査等を分析する ことで より明確に して い く｡

研究課題を構造的に整理する と､ 次の ように なる ｡

成果と課題
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3 第 2 年次研 究の 実際と評価

(り 連携教育課程の全体像

(力 幼稚園､ 幼 ･ 小接続期､ 小学校 ､ 中学校にお ける教育課程編成の基本方針

創造的な知性を培う ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の見方
･

考え方｣ をはぐくむ教育課程の 編成

を以下の基本方針に従 っ て作成する ｡ なお , 本研究は平成15 年度から平成17 年度まで文部科学省の

研究開発校に指定され ､ 現行の 指導要領の 枠にと らわれずに教育課程を編成する ことが可能と な っ

て い る｡

ア 幼稚園

幼児の ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ のめ ばえを ､
より適切にとらえられるよう ､

幼稚園教育要領 5 領域 に示されて い る50 の 内容を科学教育の連携と いう視点で再構成 し､ 内容領

域 ｢ かがく｣ ｢ 表現｣ ｢ かかわり｣ ｢ せ い か つ｣ を設ける ｡

内容領域 ｢ かがく｣ にお い て は ､ 幼稚園教育要領 5 領域の 内容の中で ､ 幼児が自然の事物 ･ 現

象 ､ 数量 ･L 図形 にかかわる中で ､ それ らの 面白さや性質
･ 仕組みな どに目を向け､ 感覚を豊かに

したり ､ 主体的にかかわろうと したりする心情 ･ 意欲 ･ 態度面をはぐくむ内容を中心にまとめた ｡

後に述べ る内容領域 ｢ 表現｣ ､ 内容領域 ｢ かか わり｣ ､ 内容領域 ｢ せ い かつ｣ と相互 に 関連させ ､

総合的に指導 して い くことを大切にする ｡

イ 幼 ･ 小接続期

子どもは環境と主体的にかかわ っ て 遊ぷ 中で ､ そ の子なりの理解をして ､ 自らの世界を広げて

い く存在で ある｡ しか し､ 現状は幼稚 園で 幼児の 生活や 発達､ 興味 ･ 関心を大切に し､ ｢ 遊び｣

を中心と して 総合的にねら い を身に付けて い く指導が行われて い る
一 方､ 小学校で教科内容や時

数を規定して 教科等 を中心と した指導が行われるな ど､ 校種間の違 い による段差があり､ 子 ども

本来の学ぶ 姿を必ずしも
一

貫した指導のもとで具現できて いな い現状にある ｡

そ こで ､ 幼稚園と小学校間の 円滑な移行を図る ため ､ 幼児期から小学校までの 間に, 中間ス テ ッ

プと して の 幼 ･ 小接続期を設定する ｡ 子 どもたちが遊びの 中で 総合的に学んで い ける カリ キ ュ ラ

ム の 編成と保育 ･ 授業の 改善を行う｡ さらに ､ 物事に積極的にかかわ っ たり､ 探究したりする態

度､ 仲間と学び合う態度を 一 貫して はぐくむようにする ｡ 連携教育課程の 編成に当た っ て は､ 科

学教育に重点を置き､ 内容領域 ｢ かがく｣ を中心に取り組む こととする ｡

り 小学校

教科と して は､ 従来の理科の学習内容に ｢ 暮ら しと人の 知恵｣･ と いう視点を加えるこ とで学習

内容を膨らませ ､ ｢ 自然科学科｣ を新設する ｡ 算数科で は ､ 概念と概念と を結び ､ 再体系化をは

か るこ とに重点を置き ､ 時数増を図る ｡ また ､ 総合的な学習の
一 環として ､ 各教科等の学習内容

との 関連を図りなが ら ､ 科学的な根拠や規則性 をもとに して 総合的な思考力を働かせ る学習場面

として ｢ 科学探究科｣ を新設し ､ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ をは ぐくむ教

科の中心に据える ｡ 時数に つ い て は ､ 理科の 時数全て と､ 国語科 ･ 生活科 ･ 社会科 ･ 家庭科 ･ ｢ 総

合｣ の 時数の 一 部､ 更に総授業数の増加分で ､ ｢ 自然科学科｣ ｢ 科学探究科｣ の新設と算数の 時数

増を行う｡

工 中学校

教科と して は ､
これからの 科学や技術と人間社会との かかわりに つ い て 理解を深め ､ 人間とし

て の 自分の在り方を問う教科と して ｢ 科学/ 技術科｣ を新設する ｡ ｢ 科学/ 技術科｣ は学習内容と

して ｢ 生命科学と人間｣
.
｢ 地球環境と生活｣ ｢ 技術革新と社会｣ を扱う ｡ 数学科にお い て は､ 領域

間の再体系化をはかる新たな内容を取り入れるため に時数増を行う ｡ 理科にお い て は中学校 1 年

生からの 物質概念の構築を目指し､ 実験実習の充実の ための 時数増を行う ｡ ま た､ 科学に かかわ

る教科 ( 数学科 ､ 理科､ 技術 ･ 家庭科 ､ ｢ 科学/ 技術科｣) で はぐくんだ ｢ 科学的な感性 ､ 科学的
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なもの の 見方 ･ 考え方｣ ､ 知識 ･ 技能を総合的に生 かしながら学習する場面として ｢ サイ エ ンス

コ ー

ス｣ を新設する ｡ ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ 以外に も ｢ ア ー ト コ ー

ス｣ ｢ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン コ ー

ス｣ を設け､ 選択L
.
こ基づく コ ー ス学習とする ｡ 時数に つ い て は総合的な学習の 時間及び選択教科

の 時数を数学科およ び理科の 時数増､ ｢ 科学/ 技術科｣ と ｢ コ ー ス 学習｣ の 新設に充て る｡

② 科学教育に 関わる教科等の趣旨､ 基本方針､ 目標の 設定

保護者や子 どもたち へ の学習満足度調査や N R T ､ C R T 検査を実施し ､ 子 どもたちの 科学に関わ

る多くの情報を得る こ とが できた｡ 科学に関わる教科は ､ これらの 情報と現行の学習指導要領の 問

題点から ､ 新た な教科の 理念を作り ､ 教科の趣旨, 基本方針等を立て て きた｡ 以下 は新設教科 ､ 新

設領域 ､ 時数増教科の ねらい の要約で ある ｡

ア 幼稚園 ･ 内容領域 ｢ か がく｣

幼稚園教育要領の 内容の 中から科学に関わるもの をまとめ ､ 内容領域 ｢ かがく｣ とするこ とは

先に述べ た ｡ 内容領域 ｢ かがく｣ で は ､ 身の 回りにある自然の 事物 ･ 現象を見たり､ それに触れ

たりする ことの 面白さ に目を向けるこ とと ､ 数量や図形に触れる楽しさを感じる こ とをねらう｡

イ･ 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣

幼稚園と小学校の 中間ス テ ッ プとして ､ 幼 ･ 小接続期を設けた こと は先に述べ た｡

子 どもたちが周りの 事物に対して積極的にかかわり､ そ こで 気付 い た こ とを探求して い く態度

を 一 貫 して はぐくむために ､ 幼稚園の現保育内容 ｢ 環境｣ ､ 小学校の教科 ｢ 自然科学科｣ ｢ 算数｣

にお い て共通した教育課程を編成する ことか らス タ ー トする こと にした ｡ こ の共通教育課程を

｢ 幼 ･ 小接続期 『かがく』｣ と呼ぶ ｡

幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ は ､ 幼稚園年長児1 1 月から小学校 1 年生 7 月ま で とする ｡ こ の期間に ､

幼 ･ 小 ･ 中1 2 年間の 科学教育の連携を踏まえ ､ 幼稚園新内容領域 ｢ かがく｣ を継承する とともに ､

科学に 関する内容 ( 自然事象､ 数量 ･ 図形) を総合的に扱 い ､ 小学校 1 年生 9 月以降の ｢ 自然科

学科｣ と ｢ 算数科｣ の 2 教科に緩やか に分化して いくようにする ｡

そして ､ 接続期 ｢ かがく｣ にお い て は ､ 身の 回りの 自然事象や数量 ･ 図形に主体的に働きかけ

るとともに ､ 数や図形 ､ 量の大きさに つ い て の 感覚を豊か に し､ それ らの 性質や仕組み ､ 規則性 ･

法則性に気付き､ 遊びや生活に生かそうとする子 どもを求めて い く｡

り 小学校 ｢ 自然科学科｣

｢ 自然科学科｣ で は ､ 自然との 共生を図る こ とと ､ 自ら科学的な概念を形成する ことを目指す｡

科学的な概念を知識と して獲得する だけで はなく ､ 自分の生活と関係付けながら学ん で い く｡ そ

の ため に
､ 現行指導要領の 3 つ の 区分に加え､

D 区分として ｢ 暮ら しと人の 知恵｣ を加え､ 社会

科や家庭科の 中で扱われて きた暮ら しの 中の 工夫な どの 人の知恵も扱 い ､ 現行の A B C 区分の 内

容に自分の生活との つ ながりを意識した内容を付加して いく｡

エ 小学校 算数科

算数科で は ､ 事象を数理 的に とらえ､ 数理 の世界を再体系化する力の 育成を目指し､ ｢ つ くろう｣

｢ あそぼう｣ ｢ しらべ よう｣ の 3 活動区分を設け る ｡ ｢ つ くろう｣ で は､ 新たな数理的な価値や方

法を見出し､ そ れらを用い て 数理の 世界の再体系化を図る こと を目指す ｡ ｢ あそ ぼう｣ で は ､ 遊

びを通して ､ 数量 ･ 図形 に つ い て の 感覚を豊か に し ､ 新たな価値や概念の獲得の素地を養う こと

を目指す ｡ ｢ しら べ よう｣ で は､ 数理的な価値や方法を生 か して 社会 ･ 文化 ･ 自然事象に つ い て

調べ たり､ 数量 ･ 図形にかかわる歴史や文化を調べ たりする活動を通して ､ 数理的な意味理解を

深める こ とを目指す ｡

オ 小学校 ｢ 科学探究科｣

｢ 科学探究科｣ は､ 子 どもたちの 身の 回りに存在する 人々 のくら しに かかわる社会的事象 ･ 文
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化的事象に学習対象を求める｡ 事象を歴史的に調べ たりして ､ 事象の も つ 社会的価値や歴史的価

値､ 文化的価値な どを明らかにする ｡ さらに ､ 事象に内在する科学的な根拠を明らか にし､ 複数

の 価値か ら事象の 自分にと っ て の価値をとらえ直し､ 事象との かかわり方や自分の 在り方を総合

的に考え､ 自己決定して いく姿を目指す｡

力 中学校 数学科

科学を探究するための基礎的な方法や考え方を身に付けると いう点から ､ 現行の ( 数と式) (図

形) ( 数量関係) の 3 領域を見直 し､ ｢ 体系的に理解を深める｣ 連携 カリキ ュ ラ ムを編成する｡ ま

た ､ (数学探究) を各領域の 内容に設け､ 事象を数理 的に考察する数理化の 活動を意図的に設定

し､ 数学的な見方 ･ 考え方の よさ ､ 数学的なパ タ ー ン の 美しさ を感得する ことが できるようにす

る｡ 具体的には ､ 現代数学に おける題材等 ( グラ フ理論 ･ フ ラクタ ル図形) を取り扱う｡ 思考実

験や コ ン ピ ュ ー

タによる現象の解析を通して ､ 多面的なもの の 見方や論理的な思考力をはぐくむ｡

キ 中学校 理科

理科で は小学校 ｢ 自然科学科｣ との 連携を図りながら ､ 科学的な探究を通して 自然の 事物 ･ 現

象の本質をとらえようとする学びを大切 にして い く｡ その ため に現行指導要領における ｢ 第 1 分

野｣ ｢ 第 2 分野｣ の 2 つ の 分野区分から ､ ｢ A 生物とその 環境｣ ｢ B 物質と原子 ･ 分子｣ ｢ C

運動と エ ネル ギ
ー

｣ ｢ D 地球と宇宙｣ の 4 区分に改め ､ 内容の 付加､ 拡充 ､ 移行を行う ｡ また､

中学校 3 年間を通して原子 ･ 分子な どの粒子を基本とする物質に対する概念形成を図り､ 自然の

事物 ･ 現象を分析的にとらえる ことを目指す｡

ク 中学校 ｢科学/ 技術科｣

｢ 科学/ 技術科｣ で は ､ 2 1 世紀に求められる人間社会の在り方を求め ､ その 持続的発展の 基盤と

なる ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ をはぐくむ ｡ 自然環境や生命倫理 な どの 様々

な問題に対応できる総合的､ 学際的な方法と知の構築を目指し､｢ 生命科学｣ ｢ 地球環境｣ 及び ｢ 技

術革新｣ を学びの対象と して ､
これらと私たち人間との 関係に つ い て 臨床的､ 関係論的に迫っ て

い く｡

ケ 中学校 ｢ サイエ ンス コ
ー ス｣

｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ は ､ 単 一 教科の枠を超え､ 各教科等で 得た知識 ･ 技能､ ｢ 感性､ 科学的な

もの の見方 ･ 考え方｣ を総合化 しながら課題を追究する力をは ぐくみ ､ 自分の 生き方につ ながる

学びを目指す選択制の コ ー ス学習のうちの 1 コ ー ス で ある ｡

社会 ･ 文化 ･ 自然における諸問題を学習課題と して ､ 主に数学科 ､ 理科 ､ ｢ 科学/技術科｣ ､ 技術 ･

家庭科で得られた知識 ･ 技能､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なものの 見方 ･ 考え方｣ を深化､ 総合化し,

創造性を発揮しなが ら実証的に追究 して い く｡

ニ

il印-



(参 連携教育課程の全体図

-
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(彰 平成1 7 年度時数配当表

ア 小学校

｢ 自然科学科｣ の 指導内容は､ 従来の 理科の 指導内容を土台として ､ 理科 ･ 科学の概念 ･ 認識 .

と歴史や文化 ､ 倫理 な どに つ い て の 価値観を含み込ん だもの に な っ て い る ｡ そ
-

こ で
､ ｢ 自然科学

科｣ の 授業時数は､ 理科か ら3 50 時間､ 生活科か ら60 時間､ 国語科か ら40 時間､ 社会科か ら1 5 時間､

家庭科か ら10 時間､ 総合的な学習の 時間から9 5 時間を取り入れ ､
57 0 時間で構成して い る ｡

算数科の 指導内容は､ 数理 の世界の再体系化を図る こと ､ 数量 ･ 図形に つ い て の 感覚を豊かに

する こ とを大切に し､ 社会 ･ 文化 ･ 自然事象に つ い て 数理的に調べ たり､ 数量 ･ 図形に関わる歴

史､ 文化を調べ たりするこ とを含み込んで い る ｡ そ こで ､ 算数科は､ 4 5 時間の 時数増を行う｡ こ

れ は､ 総合的な学習の時間から45 時間を取り入れて い る ｡

｢ 科学探究科｣ は ｢ 自然科学科｣ や時数増を図 っ た算数科の 指導内容を超えて ､ 知の 総合化を

図る新たな指導内容を設定して い る ｡ ｢ 科学探究科｣ の授業時数は､ 1 4 0 時間である ｡ こ の時間は ､

現段階で は､ 総授業時数増に よ っ て対応 して い る ｡

- 1 3 -



イ 中学校

※ は現行指導要領か ら時数の増減の ある教科等 ､ ㈱ は新設教科等を示す ｡

(彰 研究組織図
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(2) 連携教科カ リキ ュ ラム の 実際

(D 科学教育にお ける幼 ･
-
小 ･ 中での 連携

科学に焦点を当て た幼 ･ 小 ･ 中の 連携を教科同士で どの よう に図 っ て い くか検討してきた ｡ 幼稚

園で の 内容領域｢ かがく｣ ｢ 表現｣ ｢ かかわり｣ ｢ せ い か つ｣ の中の ｢ かがく｣ での 学びをベ ー ス にして ､

小学校 ･ 中学校で の科学教育 へ と発展させて い く｡ 幼稚園､ 小学校､ 中学校の 科学教科等の連携と

して 以下 の ア ､ イ ､ ウ ､
エ の 4 つ を構想したb

ア 幼稚園 ｢ か がく｣ ､ 幼 ･ 小接続期 ｢ か がく｣ に お ける連携カリキ ュ ラム

連携の意義

幼児期の子 どもたちは身の 回りの 環境と主体的にかかわ っ て 遊ぶ中で ､ 物事を理解し､ 自ら

の世界を広げて い く力をもっ て い る ｡ /ト学校 にお い て も､ 自分の 興味 ･ 関心のある こ とを最後

まで追求するよさを生 かすことが ､ 子どもの 主体的な学びに つ ながる ｡ そ の ために､ 幼児期の

遊びの中の学びを､ 小学校で の学び になめらか に つ なげて い けるカリ キ ュ ラムを編成しようと

｢ 幼 ･ 小接続期｣ を設けた ｡

科学系教科等の連携カ リキ ュ ラム にお い て ､ 幼稚園内容領域｢ かがく｣ と幼 ･ 小接続期｢ かがく｣

を設定した ｡ 幼稚園にお い て は自然事象の 中に数量 ･ 図形を見つ け､ 接続期にお い て は自然事

象の 中の数量 ･ 図形を使う ことに よ っ て 自然事象との かかわりを深めるよう にする ｡ 概念の芽

生えを培うとともに 数量感覚を豊か にする こと を目指し､ 自然科学科と算数科につ なが っ て い

くための基礎を養う ｡

2 年次の取組

(ア) 連携教科カ リキ ュ ラム の 評価

(イ) 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ における評価基準 ( ル
ー

ブリ ッ ク) の 設定

(ウ) ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせる ための 教師の 働きか けの整理

拝) ｢ 協同的な学び｣ の姿と ､ 姿を生 む働きかけ

(ア) に つ い て

○ 年間活動計画の作成と実施 ｡ 実施しながら補正 して い く｡

○ 連携の 柱を絞 っ て ､ 成果を述 べ て い く｡ 連携の柱 は､ ｢ 生命の連続｣ 概念と ｢ 物質の 成り

立ちと エ ネル ギ ー の保存｣ 概念 ､ 及び ､ ｢ 数｣ 概念と ｢ 量｣ 概念とする ｡

※ 自然科学科における連携の柱 に位置づ い て い るかを確認した ｡ 算数科の 学習内容再編とか

かわ っ て ､ 内容を整理 した ｡

(イ) に つ い て

○ 評価規準の作成と評価の実施 ( 実施しながら補正 して い く) ｡

-
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評価基準 ( ル ー ブリ ッ ク) の 設定は困難だと考える ｡ 5 観点で 評価規準を設定して評価し､

保護者に知らせ る｡

○ パ フ ォ ー マ ン ス テ ス トの 開発

教師が見取りの視点として設定 した課題に対する ､ 子どもが遊びの 中で見せる姿で評価す

る ｡ 活動前後の 描画を通して学びをさぐる ｡

※ ル ー ブリ ッ ク を作成するこ とで ､ 子どもが どう いう姿に なる こ とがね らい に迫 っ て い ると

い える の か
､ 教師の具体的な視点が明確 に な っ て きた ｡ 特に ､ 見え にくい ｢ 科学的な感性｣

に つ い て 作成したこ とは成果と いえる ｡ こ の ル ー ブリ ッ クをもと に､ 教師が子どもをみとり ､

授業を改善して い くための手だて と して活用して い くことが できる ｡ 課題として ､
ル ー ブリ ッ

ク に基づ い て評価したプロ フ ィ ー ル を どう生か して い くか ､ また ､
3 段階か 5 段階かを検討

して い く必要がある ｡

(ウX L)に つ い て

小学校 1 年生の実践

6 月単元 ｢ 1 0 2 ぎねすきろくにち ょうせん - あわせて い く つ ? - ｣

7 月単元 ｢ くさ ばなで そめよう - すて きな い ろ やかたち - ｣ か ら

※ (ウ) に つ い て ､ 交流活動の組織 ､ 教材提示 ､ 活動選択の場の 設定がある ｡ (⇒に つ い て ､ 個 々

の 子どもの発見や考えを受け止め ､
全体 に広げる支援 ､ かか わりの 意図的な促しがある こと

が見えて きて い る｡

イ 幼稚園 ｢ か がく｣ ､ 幼 ･ 小接続期 ｢ か がく｣ ､ 小学校 ｢ 自然科学科｣ ､ 中学校理科 ･｢ 科学/ 技術科｣

に お ける連携カリキ ュ ラム

連携の 意義

従来の 小学校理科 ､ 中学校理科に おける指導は ､ 単元をそれぞれ学習し､ そ の結果として概

念をそ れぞれの 単元 ごと に形成して い くもの で ある ｡ また､ ｢ 日常生活との かかわり｣ に つ い

て はそれぞれ の概念を獲得して いく中で 関連させて 扱 っ て きた ｡

連携を行うこ とに よ っ て ､
4 つ の 中心概念 ･ 認識を設定し､ 概念の 形成､ 認識の 深まりを目

的と して 内容を付加しながら単元を組織 した ｡ これ によ っ て ､ 系統的な学習が可能になるだけ

でなく､ 単元にお ける学習内容が どの ような概念の 形成に結びつ くか明確になる｡ また ､ 概念

を形成する上 で出発点となる幼稚園期の 役割がは っ きりとする ｡

さ らに
､ ｢ 日常生活との 関わり｣ を ｢ 人 ･ 生活と科学や技術との 関わり｣ ととらえ直し ､ 日

常生活と関連を指導内容と して扱 っ て い く｡

以上の ように この連携で は ､ 課題 を明確 に して ､ 証拠に基づく結論を導き出す能力で ある科

学的リ テ ラ シ
ー

を つ く っ て い く｡

< 従来 カリキ ュ ラム >

A 区分 ( 1 分野)

B 区分 ( 2 分野)
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< 連携カリキ ュ ラム >
幼稚園 ｢ かがく｣ 幼 ･ 小接続期 ｢ かがく｣ 小学校 ｢自然科学科｣ 中学校理科 ･ ｢科学/ 技術科｣

盤爵将凄鏡蜜㌫
m

i3 弘竜冨萄曜意

聴覚母感哲立寄 愈 エネ施率
-

萄穣静重器顎転篭貰母聴蔑

確聞 鍵 望濁萄広野恕書芸詔鮎竜驚愈裾念

泉 帝 整議藍羽撃轡緯嬬藍噂酔顔鞄恕重器顎転篭冨萄認添

2 年次の 取組

(ア) 連携教科 カリキ ュ ラム に つ い て ､
4 つ の概念 ･ 認識の柱の段階性を再検討する ｡

(イ) 4 つ の柱 ごと に内容関連表に示した活動 ･ 単元における内容の整合性を図る ｡

(ウ) 評価基準の作成と個人 プロ フィ ー ル の 活用法の 開発に取り組む｡

(⇒ 各教科で パ フォ
ー

マ ン ス テストを含むオ ー セ ン ティ ック ･ ア セ スメ ントの 手法の 開発に取り組む｡

(オ) 子 どもの ｢ 1 2 間を見通した年間指導計画の作成｣ に取り組 む｡

(ア)に つ い て

l ■

幼稚園 ｢ かがく｣ ; 接続期 ｢ かがく｣ 小学校 ｢ 自然科学科｣ : 中学校理科 ･ ｢ 科学/ 技術科｣
■ ■

親しみ ･ 楽しみ = = = =ニコ 概念の 芽生え = = = =エコ
概念の 形成

認識の 深まり ･ 価値観の 変容

概念の形成に至る過程は ､ 幼稚園 ｢ かがく｣ の 活動における ｢ 親しみ ･ 楽しみ｣ から出発し ､

接続期 ･ 小学校低学年自然科学科で は ｢概念の 芽生え｣ ､ そ して ､ 小学校中 ･ 高学年自然科学科 ･

中学校理科 ･ ｢ 科学/ 技術科｣ にお い て は ｢ 概念の 形成｣ や ｢ 認識の 深まり ･ 価値観の変容｣ へ

と進んで い く｡ こ れは ､ 各校園期とは､ ずれ を生 じる ｡ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･

考え方｣ は､ ｢ 概念を形成｣ や ｢ 認識の 深まり ･ 価値観の変容｣ までの 過程でそれぞれ働 い て いく ｡

(イ) に つ い て

4 つ の柱ご とに内容関連表に示 した活動 ･ 単元における内容の 整合性を図 っ た｡ (別表 1 - 4 )

(ウ) に つ い て

重点単元につ い て ル ー ブリ ッ ク
､ 対象児童 ･ 生徒の 個人プロ フィ ー ルを作成した｡ プ ロ フィ ー

ル は､ 4 つ の概念 ･ 認識の それぞれの 形成 ･ 深まりの 中で は学びの 履歴 として活用する ことが

できる ｡

ル ー

ブリ ッ ク の 4 ･ 2 段階における ｢ やや｣ ･ ｢ あまり｣ と い う基準表記に難 しさがあ っ た｡

表記は 5 ･ 3 ･ 1 段階と し､ 4 ･ 2 はその 間とする ことも考えられ る ｡ ま た､ ル ー ブリ ッ クの

設定を複数の教師で 行う こ とや作成した プロ フ ィ ー ル の単元評価 に - の生 かし方 (対象児童 ･

生徒の 数) を検討する｡

(⇒に つ い て

各教科で ､ 重点単元を中心にパ フ ォ ー

マ ン ス テ ス ト等を開発して きた｡ 今後､ 各教科で 開発

した パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト
､
ポ ー ト フ ォ リオ等の 安当性に つ い て実践を通 して検討する ｡

(オ) に つ い て

共通の 様式で内容連携を図 っ た年間指導計画に改訂する ｡ 例えば ｢ 物質の成り立ち ･ エ ネル

ギ
ー

の 保存に つ い て｣ の概念の 柱で は ､ 粒子概念の 形成を図る ための 年間指導計画を作成する

ことも考えられる ｡
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【生命の 連続に つ い ての概念】 表 1

.
岳.≠-

=
:…表芸喜
.
さ董 = 墓 ....

∴....
I.,.....I

身近な 自然と生 きもの へ の選 小 身近な自然

しみ 中

長

長身の 回りの 生 きもの が生 きる 【ヤ ッ ホ
ー 広場 . 100 ね んの もりた んけん たい】

こと ヘ の 気づき

:
皇: :: :

: :: ::i :

1

1

2

3

4

【ヤ ッ ホ
ー 広場の生きもの をみ つ けよう】

【お花が い つ ぱ い】

【ヤ ッ ホ
ー 広場の生きもの の で きごとを知らせよう】

【身の 回りの小動物】 【身の 回りの 植物 1】

【身の 回りの昆虫
. 水棲動物】 【身の 回りの 植物 2】

身近な自然 と身の 回 りの 動植

物の 生 命との か かわ りに つ い

て の気づ き

【昆虫と植物】

【季節と生きもの】

生 物の 生殖の 巧みな しくみ と

戦略の概念

生 物の 生命 を維持する から だ

の つ くりと巧み な しくみの塵

念

生 物の多様性と進化の概念

生物の 細胞 (D N A ) からみ た

共通性の概念

5

6

1

2

【動物の 発生と成長】 【植物の発生 と成長】

【人や動物の からだ】

【生物とその 環境】

【植物たちの 世界】

【生命の 起源と生きものの 進化】

【動物た ちの 世界】

【D N A と ( ヒ ト) ゲ ノ ム の解析】

自然界にお ける共生 の認識

生 命現象を扱う科学や技術 へ

3 【地球とともに生きる】

【バ イオテ ク ノ ロ ジ
ー と再生医療】

地球の 自然界

の 価値観
:..
:
;
: 召: :: :. :: :: I:: :: :

:
:
:
:
: ≒
=
=
:
:
;
=l =l " =く. =

=
=,:,=<.≡.'.

=
=

--=- =;,--一着-A-.--.
= ;---: :=======;I:==≡==

ii
:
=
=
≡
=
≡
=
≡
=
≡

歪
=藁

科
､ ､

支術
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【物質の成り立ち ･ エ ネル ギ ー の保存に つ い て概念】 表 2

:: ::I: i.:. :: : : :: :: ≠:: : ::
:
:

..r.
く

....:
:

:
:
:
:
:
～:
:
:
:
:

:: :: :f: :: ::

:
:
:
:
:
:
:
S:
:
:
:
:
: ::

:
:
:
)

_
:
:
: ::

様 々 な物の 性質や仕組みを利

用した楽しみ

小

中

長

I
-.■ - ■

-

I;■

長

1

1

2

■
-
､
- -

-
I
_

3

4

5

6

1

2

3

杜仁臣調閤琵院 r 諾ヨ ー

身の 回りの 事象 . 現象に は性

質や規則性が ある こ と へ の室

づき

物質の 多様性 に つ い て の 気 づ

【ゲ ー ムや さんを開こう】

【水で遊ぼう】

【身の 回りの 自然事象】

旦 (土や砂 . 風 . 雪な ど)

【身の 回りの 自然】 【身の 回りの 自然物】

(小川 . 土手) (普 . ゴ ム . 磁石など)

物体の 運動の 規則性 ､
エ ネル 【光の性質】 【磁石】

ギ
- の 基礎に つ い て の概念(檀 【豆電球と乾電池】

類､ 伝達､ 変換､ 圃き､ 保存)

物質の 三態に つ い て の概念

物 質の 成り立 ちと し て の 粒､

【空気や水の 性質】
- - - . -

【電池の働き】

【温度と物の 性質】 聖書いく 【エ ネル ギ
ー

の

素地 変換と電気】

【もの の 溶け方】 【て こ の働き】

ン

.....
,..... == 【物の運動】

::: :: <
f: 写:
:
:-i亘:≡春i ::

.
{文

一-:.:
⊥
:,:.:.;...

i

;
;
ぎ
≡蚕∃7責

:

【水溶液の性質】 霧
- . . . - - 【電涜の働き】

【物の燃え方】
震

【電波の 働き】

【物質の 成り立ち】 原 子

原子 . 分子につ い て の 概念

物質の 変化や 量的な関係に つ

【身の 回り
■
の物質】

分 子

.原子 . 分子と . . ‥ .i . …

. 電流の と

い て の墜金

電流の働きに つ い て の概念

イ オ ン に つ い て の概念

化学変化】 電 子 その はた らき】

【イ オ ン】 イオン 【運動と エ ネル ギ ー】

粒子概念の 形成
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【時間的 ･ 空間的な広がりに つ い ての 概念】 表 3

㊥身近な自然の 季節によ る変

化 - の 親しみ

㊧園
. 園庭の 様 々 場 へ の 親し

互

小

中

長

I- -
- - -

- _

長

1

1

2

3

4

5 .

6

1

2

3

身近な自然

嘗塵≡藁≡≡薫:.≡.≡.: ～......
=
堂
=
=. , :.

== =.;., =.:.=.
: == =

≡墓墓≡墓 .......～..
=
=
=
:
:莞≡馨≡≡

==f == :: := 璽墓扇薫憂≡憂≡壷董≡喜≡憂薫製纂≡≡=; 1/ , = == == :モ: 史= =.≡.:.:.≡;
:
:
:≒
:
:
:
:
:
:
;

≡
:i:≡:≡:香;:≡:≡:≡:藁

=
: :: :

.
{ = :: ::

:......
i :.:.:.

= == == :～= =
=
:
=
=

=
=
=. ={. > =. =: =:芸=.: i.=;i:: 票≡:;;

:

･
=
=
=
=
F,:
=
=
=
=
;
: := == =崇

I
/ :■=l =l=
:
:
:
f=
=
:
I
:
:
:

== = ==: 皇== == =:
=
=
=
=
" :.=.≡".=. I. =二:: ,I.: =: =虫 さ=.≡.:i.:.=

=
=
;
:
=
, t
1
:
=
=
=

雲霊夢
= = =モ: ≡

.
:

.
=

.
I

.
;. =

...
≡-

･.
:: :
写.
: :± ::
T.
:: :

㊥季節 によ つ て 気候や動植物 【虫探 し】 【植物の 種取り実拾 い】

の 様子が 変化 る こ と ヘ の真空 【季節 ごとの 木の 実を食べ る】

旦

萱㊧場所 ごとの特徴 へ の 気づき

【雪遊び】 【氷探し】

【や つ ほ - ひ ろば . 1 0 0 ね んのもり探検隊】

【や つ ほ - ひ ろばの い きもの をみ つ けよう】

【お花が い つ ぱ い】

【や つ ほ - ひ ろばの い きもの の できごとをしらせう】

【ふ ゆの あそ ひをたの しもう】

【身の 回りの植物】

㊥時間の経過と事象の
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【人 ･ 生活と科学や技術の 関わりに つ い ての 認識】 表 4

‥
垂≠
_

=
:

書芸墨≡蚕室萱≡墓

::;警 :1

様 々 なもの の性質や仕組を生活に

取り入れ､ もの との かかわりを探

小

中

生活

......
i.=.≡.: . =.=.≡.:

=: =t;:?; ニ; =≡=

.
=

.
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- の気 づき
:
:
:
:
:
:
～:.フ:.:

;':I:.) > :-;': :
:
:
;
:
:
:
:
≦:
:
:
:
:
:

:
:
:
:
:
:
:モ
:
:
:
:
:
:

: : :::

.
i : ::

.
:

......
/

..
:
:
:
:

.
:

.
> : i

.
:

.....
:
:
:
:
:
～:
:
:
:
:

:1:I.I.
ゝー,
:

.I
: :

: :: : :≦: :: ::

:: :: :: :ぎ: :: :: :

:
:
:
:
:
～:: ::

: :: ::ゴ:: :: :: :: :与:: ::

:
:
:
:
:
:
:ゞ
:
:
:
:
;
:

;
:
;
二
き; 辛

:
:
:*:
:
:
:

:
:～
:
:
:
:
:
:

:
:i
:
:
:
:
:
:

: :: :: :: と:: :: ::

:: :: ::: ～: :: :: :

:: :I: し■:■:■
::..I-
㌔...
: :: :

:I: :: ::

:- :- :..>....:
:

:':-:-; <':' :: : : :: :; :i

.i :.:.:.:i : :
:
: ::
:

香::: ≡;: 香 :
:
;
:
:: :;

f云::. :.■′... :... :. :< < <.:...: :～: :: : :: :li≒: ::r:.:./......:. :: ;;: :: ::
:

.
> > :

.
:

.
:

.
: ､

一.....:.:.> > :.:..
:
:
～:
:
:
: :: ::
: モ
:
:
: ::;:

≡量≡≡;≡;;;≡

憂≡= ==重責■:..■-㌔-.: :: ::;Si:: :≡
: :: ::: 士:: こ: :: :～: :: ::

: :: :
:
:
i:
:
:
:: ::

:r; {'コ.:. i..
:r :<':I:: :

:
:モモ
:
:
:
:
:
:
:

: ;∫.-.. ::: :≧: :: : : :: :: :メ: こ: ::
: :≧: :: : :

:: :: :: ～:: ::
:
:モ
:
;
:
:
:

:
:
:
:～
:
:
:
:
:
:.:ー〉}l.:.:

:: :: ::5 :: :: :

: :: ;: ;i :: :: ::

:
:
:
:
:
:i
:
:
:
:
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: :: :: ) :.:.:

生 活に利用されて い る事物 . 現象

の性質や規則性につ い て の 概念と

有用性の塁塾
::: ;:モ

董…妻生活に伝わる知恵の 中にある科学
に つ い て の概念と有用性の 認識

【地球環境と生活】 【技術革新と社会】

【日光を利用する知恵】 【時を知る知恵】

【季節や時を知る知恵】

【天気を予知する知恵】 【力を利用した知恵】

【新し い エ ネル ギ ー】

【火を得る知恵】

【災害を予知する知恵】

【資源
. エ ネル ギ ー の 【道具

. 機械 .

ロ ボ ッ ト】

墓喜資源
. エ ネルギ ー

科学や技術の進

董≡の利用形態の概 展と社会に及ぼ
墨 念とその 有効性 す影響に対する
に対する認識 認識

:
:
:
:
i:

書地 球 的規 模 の 社会基盤として

有効利用】

【自然環境 と保全と 【ナ ノ テク ノ ロ ジ ー と半導

≒毒妻環境問題の意味 の科学や技術の

とそ の解決に向 現状に対する墨

けた取組の 実効 垂

性に対する認識

自然環境を保全 これからの 社会

共生の エ コ ロ ジ ー】 体素子】

【新
. エ ネル ギ ー の 【科学や技術が拓く未来】

し共生する科学 を つ くり出す科

…董… や技術の方向性 学や技術の 方向
≡毒の洞察 性ヘ の洞察

開発】
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ウ 幼稚園｢ かがく｣ ､ 幼 ･ 小接続期｢ かがく｣ ､ 小学校算数科､ 中学校数学科における連携カリキ ュ ラム

連携の意義

こ の連携で は ､ ｢ 数｣ ｢ 量｣ ｢ 空間｣ ｢ 関数｣ の 4 つ の概念を柱と して ､ 実感を伴い なが ら概念

を体系的に獲得形成する ｡ 4 つ の 概念を体系的に獲得形成するために ､ 既有の数学的概念と､

新たに学習した数学的概念とを関係づ けたり ､ 構造化 したりするな ど､ 数理を再体系化する学

びを重視する ｡ 既有の 数学的概念とかかわらせ る ことで ､ 数学的概念の 意味理解を確か なもの

と し､ 調節的適用によ る応用 ･ 発展を目指す ｡ 数理を再体系化する学びを具現する こ とで子 ど

も自身が数理を創りあげて いく力を育成する ｡ その 力は ､ 既有の概念を拡張して い くとこ ろ に

と どまらず､ 新たな概念を創りだす ｢ 創造的な知性｣ と して 転移して 発揮され る｡

数理を再体系化する学びを保障するためには ､ 学び に
一

貫性 ･ 整合性をもたせ た連携カ リキ ュ

ラム を編成する必要がある｡ /ト学校で は 3 つ の活動区分を設定し､ 数理 を再体系化するための

数理的感覚を豊かにする素地的な活動や ､ 数理を再体系化した学びを深化する活動を充実する ｡

中学校で は､ 数学を創る総合的な学びと して ｢ 数学探究｣ を加えて ､ 現行カ リキ ュ ラ ム を見直

し､ 学びの 連続性 ･ 発展性を志向した カリキ ュ ラ ム編成をする ｡

さら に､ 実感を伴う学びを具現するため には ､ 身の 回りの 具体的な事象を数理的にとらえた

り､
生活や既有の学習経験と結び つ けたりする活動を重視し､ 授業改善を図 っ て いく｡ 連続変

形等の 具体的な操作活動に よる数理の探求など､ 学ぶ こ とに対する新鮮な動機付けにより､ 算

数 ･ 数学の も つ 価値や おもしろ さを感得で きるよう にする ｡ そうするこ とで ､ 数理 の再体系化

に向かう問題意識を掘り起 こ したり､ その よさ を実感を伴 っ て獲得したりして いく ことをねら

う ｡

2 年次の 取組

(ア) 連携教科カ リキ ュ ラ ム と して ､ 概念の獲得形成の 段階性を検討し ､ 単元内容関連表を見直す｡

(イ) 教師の 具体的な手だて を意図的に仕組む ｡

(ウ) ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ を評価する ｡

(ア) に つ い て

第 3 年次は ､
1 2 年間の 学び を見通し ､ 学びの 一 貫性 ･ 整合性を保障する ために ､ ｢ 数学的概

念の 形成｣ と ｢ 数学的命題の獲得形成｣ と いう 2 つ の視点から指導の現状と問題点を整理した ｡

再体系化の段階を明らかに しながら ､ 現行の カリ キ ュ ラ ム の どこ に ､ どの ようなギ ャ ッ プがあ

るの か ､ とらえてきた ｡ その 中で ､ 子 どもが ｢ 数理 を再体系化｣ しなが ら数学的概念 を獲得形

成する過程を ､ 次の 図の よう に ｢ 数学感覚からの とらえ直し｣ ｢ 相互 関係的とらえ直し｣ ｢ 構造

的とらえ直し｣ の 3 段階で とらえた ｡ ｢ 数理を再体系化する学び｣ を段階に応 じて 意図的にカ

リ キ ュ ラ ム上 に位置付け､ 概念の獲得形成過程におけるギャ ッ プを解消する｡ その ため に必要

な内容や豊か な活動体験を付加 し､ ｢ 科学的な感性｣｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を段階的

にはぐくみ なが ら ､ 学びの 連続性 ･ 発展性を保障する ｡
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科学的な感性

身の 回りの事

象から美しさ ､

面白さ､ 不思

議 さを感 じ､

性質や仕組み

自然事象の性
質や 規則 性､

琵監禁芝幣韓
する力

数量 ･ 図形 に 数量 ･ 図形に
つ い て

, 有用

性 ､ 規則性 ･

法則性な どの

価値を感 じと

り ､ 数理的な

イメ ー ジを生

み出す力

つ い て ､ 有用

三二

､

_

~

∵∴
性 ､

一

般性な

どの 価値を感

じとり , 数理

的なイ メ ー ジ

を生み出す力

構造的とらえ直し

数学 的活動を通 して ､ 数

学的概念の 本 質性や 包摂的

な 関係性 に着 目 し､ 構 造的
に と らえ直 して ､ 数学的概

念を獲得形成する ｡

相互関係的とらえ直し

数学的概念の相互関係に着目し ､

数学的概念 を深化 ･ 補充 して ､ 数

学的概念を獲得形成する｡ 具体的
な活動体験や より 一 般性 の ある 内

容を付加 したりする こ とを通して ､

論理 的に推論 して ､ 対比 的に 関係

付 けな が ら 共通性を見出すな ど､
有機的な つ ながりを強める ｡

数学感覚からのとらえ直し

遊び等 の 豊かな活動体験 を

通 して ､ 日常感覚 と数学感覚
の 結び つ きを強め る ｡ その 数
学感覚を働か せ て準び等を工
夫 し直す思 考の 場 を設定する
こ と で ､ 数学 的概念の 素 地を

獲得形成する ｡

科学的なものの見方 ･ 考え方

数量
･

図形に つ い て ､ 論理的に

推論し､ 推論 したもの を既有の

概念､ 原 理 ･ 法則 な どと関係づ

け､ 構造化する力

骨
数量 ･ 図形に つ い て､ 論理的に

推論し､ 推論したもの を既有の

概念､ 原理 ･ 法則な どと関係づ

ける力

%
身 の 回り の 自然事象 の 中の 数

量 ･ 図形に つ い て ､ 比 べ なが ら

よりよ い方法を見出す力

6
身の 回りの 事象にかか わる中で ､

考えたり ､ 試 したりして工夫し

て いく力

(イ) に つ い て

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ ､ 数理 を再体系化して い く姿を目

指すためには ､ 教師の働きかけが重要で ある ｡ 具体的な教材の 提示､
イ メ ー ジモ デル等の表現

方法の工夫 ､ 推論する場の 意図的な設定は ､ 数理的なイメ ー ジを生み出したり､ 推論を働かせ

たりするために有効で あ っ た｡ さら に実践を通して ､ そ の 類型化を図るよう カリ キ ュ ラ ム編成

と合わせ て検討した｡

(ウ) に つ い て

｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の評価方法として ､ 評価規準を明確 にした

パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト ･ ポ ー ト フ ォ リオ評価 ･ コ ン セ プト マ ッ プ等を実践し､ より客観性 ･ 妥

当性の あるもの を検討した｡ 例えば ､｢
一

次関数｣( 第2 学年) の単元終了後､ 次の よう か ヾフ ォ
ー

マ ン ス テ ス トを実施した｡

イ ン タ
ー ネ ッ ト接続業者の A 社と B 社の 1 カ月あたりの利用料金は ､ 利用時間によ っ て 下の

表の よう に な っ て い ます｡ 次の 問題 1 ､ 2 に つ い て 自分なりの考え方で答えなさ い ｡
料

萱利用時間 1 分 に つ き 4 円
( 基本料金は 0 円)

1 カ 月の 利用時間が1 50 分以下の ときは､ 500 円の 基本料金の み○ 1 カ月の 利用

圭ヨ時間が1 5 0分を こえるときには ､
こえる時間 1 分に つ き 3 円を基本料金に加算

-
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A 社 ､
B 社 の料金表を見て ､ あなたはイ ンタ ー ネ ッ トを どの ように して 利用 して い きます

か｡ なぜ ､ そう考えたの か理由を説明しなさ い ｡ グラフを使う場合は ､ 右の グラ フを使 い なさ い ｡

あなたは ､
C 社の 利用料金を設定する会議に出席し ､ A 社 ､ B 社 に対抗する料金表を提案

するこ とになりました ｡ 下の 表にあなたの 料金表プラ ンを書き ､ その ように設定した理由は

右の解答欄 へ 書きなさ い ｡

あなたの設定 した料金表 プラ ン

評価規準は ､ 以下 の ように設定し､ 評価した｡

董時間( 分) と利用料金( 円) が 関数関係に ある こ と を見出し､ 対応表 ､ 関数

(関数的な分析の対象としてとらえて い るか)

( 一

般化して論理 的に論述 して い るか)

エ 小学校 ｢ 科学探究科｣ ､ 中学校 ｢ サイ エ ンス コ ー ス｣ にお ける連携カリキ ュ ラム

連携の 意義

･ 小学校段階で は自分の 身の 回りにあるくら しにかか わる事象を学習対象として ､ 中学校段階

で はその 枠を広げて 自然的 ･ 社会的 ･ 文化的な事象を学習対象として取り扱うこ とが可 能に

なる こ と｡

･ 小学校段階で は ､ 総合的に思考 しながら学ん だこと を自己の 生き方にかかわらせ ､ 中学校段

階で は分析的 ･ 総合的な思考を働かせ ､ 自己や社会との かか わりとして見直して いく ことが

可能になるこ と｡

｢ 科学探究科｣ は科学的な視点を取り入れた総合的な学習の 時間にお い て ､ また ､ ｢ サイ エ ン ス

コ ー ス｣ は選択 (理科 ･ 数学 ･ 科/ 技 ･ 技 ･ 家の 4 教科等) と総合的な学習の 時間を融合し科学

に特化した コ
ー ス学習の 時間に お い て ､ ｢ 科学的な感性｣ と ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を

小学校 3 学年から中学校 3 学年の 計 7 年間で は ぐくむとこ ろ に ね らい が ある ｡ よ っ て ､ ｢ 科学探

究科｣ と ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ は科学に重点化した総合的な学習の時間と いう共通項で 連携研究

を進めて い る｡

｢ 科学探究科｣ で は子 どもの 生活経験を基 に して ､ ま た､ ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ で は 4 教科等の

発展的 ･ 応用的な内容の 融合を基にして ､ 総合的な課題 ( テ
ー

マ) を設定 した ｡ 例えば ､ 身近に

ある シ ャ ボ ン玉 遊びと いうテ ー

マ で は
､ も っ と膨 らん だり割れなか っ たりする シ ャ ボ ン 玉 を作る

ための科学的根拠を見出す｡ エ ネルギ ー 問題と い う複雑なテ ー

マ を解決する ために は ､
エ ネル ギ ー

効率や変換 ､ 循環の しくみ ､ と いうような概念を理解し､ それぞれの 関係性に着目し課題を見出

し､ 科学的な価値や本質を感じ取り追究する ｡ こ の よう な点から , ｢ 科学的な感性｣ の はぐくみ

に具体的に迫る ことがで きる ｡

また
､ 体験や活動が科学的なリテ ラ シ ー として の 問題解決能力の育成と いう意味で の 探究に な

- 2 4 -



るよう に段階的に組織した｡ 例えば ､ リサイクル が自分の 身の 回りの 社会や環境と つ なが っ て い

る ことか ら､ 自分の 行動に直接結び つ け ､
ゴ ミ の 分別作業を積極的に行 っ て い くな ど自己の生き

方を見直して い く段階から､ リサイ クル の意味を ､ 分析的に自然の 循環シ ス テ ム の視点からとら

え直す段階 - 変わり､ 社会貢献とい う立場から ､ 自然と共生 で きる技術を総合的に考え出す段階

- と発展する ｡ よりグロ ー バ ルな視点で の科学的な認識を深め る こと で科学的な問題解決能力を

育成する｡ こ の よう な点から ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の はぐくみ に具体的に迫る こ と

がで きる ｡

以上の こ とから
､ ｢ 科学的な感性｣ と ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の はぐくみに は段階性

が必要になると考え､ 最終学年である中学校 3 学年で の 追求をゴ ー ル の 姿と して ､
7 年間で必要

となる各段階で の 子どもの追求の 姿を措き ､ 問題解決の過程にお ける資質 ･ 能力面で の 連携と ､

内容に つ い て 一 部の 整合性を図 っ て い くこ とが連携の方向で ある ｡

2 年次の取組

(ア) 問題解決の過程で必要と なる資質 ･ 能力に つ い て ､ 内容関連表の よう に ､ ①問題発見力

(科学的な感性と主にかかわ る能力) と②問題解決能力 (科学的なもの の 見方 ･ 考え方と主

として かかわる能力) と ､ 給合的な学習の 時間に必要な③表現 ･ 技能と④自己化 ･
一

般化の

4 つ に区分 した ｡ ( 別表参照)

(イ) 資質 ･ 能力を 4 段階の段階制を措い て設定した｡ また ､ 段階制に つ い て は ､ 小学校 3 ･ 4

年と ､ 小学校 5 ･ 6 年 ､ 中学校 1 ･ 2 年､ 中学校 3 年の 4 区分とした ｡

(ア) に つ い て

｢ 科学探究科｣ と ｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ で は ､ 連携カ リキ ュ ラム 作成の仮説として 4 つ の 資

質の 区分を設定 した ｡ その ため ､ 各学年でね ら い とする資質 ･ 能力 (特に(∋問題発見力②問題

解決能力) を明確に した授業実践が可能とな っ た｡ さらには ､ ねら い とする資質 ･ 能力が明確

とな っ た ことで ､ 評価規準だけで なく評価基準 ( ル ー ブリ ッ ク) を作成で きた ｡

(イ) に つ い て

資質
･ 能力の は ぐくみの段階制を 4 段階設定した｡

3 年 1 組 ｢ 科学探究科｣ ｢ ぼく､ わたしの シ ャ ボ ン玉 づくり - 手作りの よさ を発見 - ｣ で は､

い ろ い ろ なシ ャ ボ ン玉 遊び を試す中で事象にある科学の面白さや不思議さ に 目を向け､ も っ と

膨らん だり､ 割れなか ? たりする シ ャ ボ ン玉 に つ い て の科学的根拠を見出そうとする姿が見ら

れた｡ そ して観察 ･ 実験からは っ きりさせ た科学的根拠や ､ 科学的根拠をは っ きりさせて きた

過程から ､ 自ら工 夫して 楽しめる シ ャ ボ ン玉 づくりの よさを捉える ことがで きた ｡

6 年 1 組科学探究科 ｢『着る』 ことの 意味 - ス ポ ー ツ着の 役割を考えよう - ｣ で は着る こ と

によ っ て早く泳げるよう になり､ 人が泳ぎやすくなるの は水着の 素材や形状が関係して い るの

で な い か ｡ と いう科学的根拠 に目を向けてきた｡ そして ､ 水着の 素材や形状の 性質を自ら資料

や専門家にあた っ たり､ 実験 ･ 観察を行 っ たり して 明らかに した ｡ さら にそれ ら科学的根拠と ､

水着を作る人 ､ 着る人の 思 い な どの 社会的な価値を つ な い で ､ 着る ことの 意味を捉えた｡

中学校 2 学年 ｢ サイ エ ン ス コ ー

ス｣ ｢ 生態系を見直そう｣ で は､ 4 教科等の 内容を融合した

課題による触発的な活動から ､ 生徒は ｢ 気づ き｣ と ｢ 疑問｣ を整理し､ そ れらと自分の 興味 ･

関心を つ なぎ合わ せて ､ ｢ 遺伝子とフ ィ ボナ ッ チ数列との 関係｣ ｢ 循環シス テ ム に必要な生 ゴミ

処理機を作る｣ ｢ 自然と共生する オ ー ル電化の 家を造ろう｣ 等と いうよう に追究する価値や意

義を明確に して ､ 個人 テ ー

マ を設定して い た ｡ 個人テ ー

マ の 追究で ､ 文献やイ ン タ ー ネ ッ ト､

研究所の 情報を活用し､ 実際に実験装置を作 っ て みたり､ 野外に調査をして ､
生態系の しくみ

や環境問題を分析的に捉えたり ､ 自然と共生するため に必要な人間の 取組につ い て分析的 ･ 総
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合的に捉えて い る ｡ ( 実践中)

3 学年 ｢ サイ エ ン ス コ ー

ス｣ ｢ 科学的に探究しよう｣ で は ､ 個人テ ー マ に つ い て 発表し合い ､

意見交換する こ とで テ ー

マ の意義や価値を見直す活動を行う こ とで ､ ｢ 研究テ ー マ に
､ 研究の

価値や意義が具体的に示されて い て すばらしか っ た｣ ｢ 研究の筋道や根拠が し っ かりしており､

オオ バ コ の 分布も大まか に調べ た上 で仮説を立て て い て とて もよか っ た｣ ｢ 他の 人の 意見や質

問に答えるこ とで 自分の研究計画の 発展があ っ た｡ また他の 人の発表を聞くことだけで有意義

な時間を過ごせ たと思う｣ と いうよう に研究の 意義や価値に つ い て気 づ い て い っ た ｡ それ らの

気 づきをもとに個人テ ー

マ の解決の ため に ､ イ ン タ ー ネ ッ トや文献 ､ 人 (研究者 ･ 技術者) か

ら得た情報を適切に活用 し, 実験や調査を行い ､ 予備実験を繰り返す ことで ､ 研究仮説を設定

し
､ その 仮説が正 し い かを検証 して い る ｡ 例えば､ 生分解性プラ ス チ ッ クを研究テ ー

マ と した

生徒は ､
土 に戻して それが本当に分解されて い るかを見るこ と ､ プ ラ ス チ ッ クの加工 の 際､ 化

学反応 を起こすこ とにより新しい性質を見つ ける こ と､ と い うように素材と実用化の 2 つ の 面

から研究を進め､ 生分解性プ ラス チ ッ クの 機能につ い て ､
企業を訪問し詳細に研究者と対話し

ながら調べ ､ ｢ 自分で生分解性プ ラス チ ッ クを作る｣ と い う意欲をも っ て探求 して い る ｡

表. ｢ 科学探究科｣ ｢ サイ エ ンス コ ー ス｣ ではぐくみた い資質 ･ 能力の段階

喜○ 3 年1 組科学探究科 ○ 6 年1 組科学探究科 ○2 学 年サ イエ ン ス コ ー ス ○3 学年サ イエ ンス コ ー ス

*東
1
:!1*

｢ ぼく､ わ た しの ｢｢ 着 る｣ こ との 意味 ｢ 生態系を見直そう｣ ｢科学 的に探究 しよ う｣
シ ャ ボン 玉 づく り - ス ポ ー ツ 着の (実践中) ( 実践中)

- 手作 り の よ さ を 役割を考え よう - ｣ ○1 学年サ イエ ン ス コ ー

ス

発 見 - ｣
(実践終了)

(実践終了) ｢ ソ ー

ラ
ー パ ワ

ー を

見出そう｣
(実践中)

事象にある科学の 面白
さや不思議さに目 を向
け､ 問題 を見出す

事象の も つ 科学的根拠
に目 を向け､ 問題を見

出す

事象の も つ科学的根拠

に目を向け､ 追究の 価

値を見出す

事象の も つ 科学的根拠
をもと に ､ 研究 の 意義
や価値に気づき､ 課題

を設定する

キ

事象の も つ科学的な根拠や規則性に目を

向けて い く力

刀 子 a
. " ､

ら 捉 え､ 科学的な価値 や本質を感じ取り

追究しようとする力

中 = 昏 事象との 関係を科学的
根拠からとらえて い く

事象との 関係を複数の
視点から捻合的にと ら

える

事象との 関係を複数の
視点か ら分析的

.

給合
的にと らえる○

事象との 関係を複数の
視点か ら分析的 . 総合

的にとらえ､ 仮説を立

総合的に思考 . 判断 しながら事象との 関
事象 を分析的 . 総合的にとら え 自分の

係を と b ス. 直 し たり ､ 事象と の関わり方

を見直したり して い く力

ヽ

中 に価値づ けて いく力

義
･ 調 べ た こ と ､ 自分の

･

調 べ た こ と ､ 自分の ･ 調 べ た こ とや自分の ･

調 べ た こ とや自分の
考えを適切に仲間 に 考え を適切に仲間に 考えを コ ン ピ ュ ー タ 考えを コ ン ピ ュ ー タ

伝える 伝えたり､ ま と めた を活用 し適切 に仲間 を活用 し適切 に仲間
･ 各教科等の中で培つ た りする に伝えたり､ ま と め に伝えたり ､ ま と め

技能を生かして いく ･ 各教科等の中で培つ た たりする たりする
技能を生かしていく

･ 各教科等の中で培 つ た
技能を生かして いく

･ 仲間の研究に つ い ても

適切な評価ができる
･ 各教科等の中で培つ た
技能を生かしてい く

盟E ≡室 :
: 事象と の かか わり方を 事象との 関係をと らえ 事象との 関係を複数の 事象との 関係を複数の

考え て い く 直したり ､ か か わり方 視点か らとらえ直した 視点か らと らえ直した
を見直したりし て いく り､ か か わり方を見直

したりし ､ 社会の
一

員
と して の 生 き方を構想
する

り､ か か わり方を見直
したりし､ 社会貢献の

方法を構想する
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(彰 科学系教科と科学系以外の教科との 関連

当校園で は創造性をはぐくむためには ､ 知識 ･ 技能の確実な定着に加えて , 学習対象と自分との

かか わりを把握し ､ 学習対象の 自分にと っ て の価値を感じ取り､ 議題 を見出し､ その 課題を追究し

て い こうとする力である ｢ 感性｣ の はぐくみ と , 課題解決の ための方法知と して の思考力で ある ｢ 科

学的なもの の見方 ･

考え方｣ の はぐくみが不可欠で あると考えて い る ｡

全教科 ･ 領域で ｢ 創造的な知性を培う｣ ことを目指し､ 資質 ･ 能力面 ･ 学習内容面で 科学教育に

関わる教科とそれ以外の教科等との 関連を探 っ て きた ｡

具体的な関連や取組に よる効果に つ い て 以下 に示す｡

ア 幼稚園

内容領域 ｢ せ い か つ｣ は ､ 囲生活の基盤ともなる生活習慣や心身の 健康 につ い て はぐくんで い

くこ とが できる内容をまとめたもの で あり､ 各内容領域の 根底 に位置づける ｡

内容領域 ｢ かがく｣ は ､ 自然の事物 ･ 現象を見たり､ それ に触れたりする こ との 面白さや ､ も

の の性質や仕組みに気付く面白さを感じ取る ことをねら っ た内容と ､ 数量や図形に触れる楽しさ

やそ れらに対する感覚を豊かにする内容をまとめたもの で ある ｡ こ こ で は､ 身の 回りの 事象に美

しさや面白さ ､ 不思議さな どを感じ､ 性質や仕組み に目を向けようとする ｢ 科学的な感性｣ を養

い
､ それらにかかわる中で ､ 試行錯誤しながら工夫して い く ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の

姿をはぐくむ｡

内容領域 ｢ 表現｣ は ､ 現行幼稚園教育要領の 表現領域の ､ 造形表現と音楽 ･ 身体表現を中心と

した内容に ｢ 言葉｣ の 内容を付加 したもの で ある ｡ 遊びの 中で 感じた こと ･ 考えたこ とな どを自

分なりに言葉や音 ､ 動きな どで 表すこと を通して ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ となる思考力

や表現力の基礎を身に付けて い くと同時に ､ 自分と は違う感じ方に触れ ､ ｢ 感性｣ (｢ 科学的な感性｣

をも含む) を豊かにはぐくんで い くこと をねらう ｡

内容領域 ｢ かかわり｣ で は ､ 友達と
一

つ の 目的に向か っ て 遊ぶ こ とを通 して ､ 自分とは違う思

いや感 じ方に触れ ､ そ の よさに目を向ける こと によ っ て ｢ 科学的な感性｣ をはぐくむ｡ また､ 友

達の遊び方を見たり､ 友達とよりよ い 遊びの 工夫を考え合 っ たりする中で ｢ 科学的なもの の見方 ･

考え方｣ の基礎をはぐくむ ことをねらう ｡ こ こで は ぐくまれた人や社会とかか わる力は小学校｢ 自

然科学科｣ 及び中学校 ｢ 科学/ 技術科｣ で ｢ 人間社会との かか わり｣ を考えなが ら学習して い く

ための素地となる ｡

イ 小学校

(ア) 資質 ･ 能力面で の効果

○科学的に 追求して い こうと科学的な感性 を働か せて い く姿

･ 家庭科

生活を構成する物その もの の 性質を調べ たり確かめたりして 明らか に しよう とする追求が

多く見られるようにな っ た ｡ 例えば ､ 米や味噌の 成分や栄養､ 野菜? 栄養な どを明らかにし､

そ の働きを知 っ た上で ､ 食事に おける使 い 方を考えて くる ｡ 布はい っ た い 何で できて い るの

だろうかと調べ ､ そ の生 か し方を考えて くる等｡

O ｢ 科学的なもの の 見方考え方｣ を働かせ て 思考する姿

･ 国語科

単元 ｢ い ろ い ろ なくちば し｣ にお い て ､ 身の 回りに い る鳥 ( ス ズ メや カ ラス 等) や飼 っ て

い る鳥 ( イ ン コ 等) の くちばしの形状と提示写真の 鳥の くちば しと を比較して ､ 形状や特

徴の違 い を見 つ け出して 説明したり､ 見 つ け出した特徴や違い を根拠として くちばしの働き

を予想 したりして い た ｡

･ 体育科
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マ ッ ト運動単元で ､ 跳び前転の動きを検討する際､ 自分 にと っ て最善の 手を着く位置を見

出すため に マ ッ トに 目盛りを つ け ､ 手を着く位置の 違い に よる回転の なめ らかさ を比較検討

して い っ た ｡

(イ) 内容面での 効果

･ 特別活動

｢ 栖吉川 フ ェ ス テ ィ バ ル｣ で の 活動が変わ っ てきた｡ 川 を遊 び場と考える だけで なく､ 生

き物の棲 むとこ ろ として考えたり ､ 人 ( 自分) の生活と関わりの あるもの と して とらえたり

で きるよう に な っ た｡ その ため､ 楽しむだけで なく川の環境を保全する努力や生き物の 命を

大切 にした関わり方を考え､ 活動内容を計画 して い た ｡

･ 図画工作科

｢ 森の 木が育つ の をじゃ ま して い る草や つ るを取 っ て あげよう ｡｣

｢ 取 っ た つ るや革もい ろ い ろ なのがあ っ て ､
これで何かで きそうだよ ｡｣

｢ リ ー ス
､
ベ ッ ト､ テ ン ト､ ピラ ミ ッ ド､ ブ ラ ン コ ､ ひみ つ きち ･ -

｡ 楽しそうだね ｡｣

｢ い ろ ん な草を取 っ てあげると ､ 1 0 0 年 の森も喜んでくれる ね｣

この よう に､ 自然素材を使 っ た造形表現と共に ､ 森を大切 に しようと いう環境保護の視点

をも つ ことがで きた｡

り 中学校

(ア) 資質 ･ 能力面で の 効果

O ｢ 科学的な感性｣ を働かせ て い る姿

･ 国語科

単元 ｢ 生きた表現をする に は｣ の ｢ おくの ほそ道｣ の平泉､ 立石寺 にお い て ､ 本文を 一

読

した後､ 口 語訳や読解をしない うちに ｢ 俳句の鑑賞文を書く｣ と いう課題 に取り組ん だとき

の ことで ある ｡ 冒頭部分の 学習か ら ､ 芭蕉の思 い - の 関心 を高めて い る生徒たちは ､ 俳句に

込めら れた芭蕉の 心情を感じとりた い と いう思 い を強め ､ ｢ 本文中の語句から キ ー ワ ー

ドを

見 つ け ､ そ の 語句と関係づ けてみ る こと｣ や ｢ 何通りかに考えられる解釈を本文や自分の 感

じ方と つ なげなが ら比較してみ る こ と｣ ある い は ｢ 使われて い る字の 字義や表現技法を明ら

かに して い くこ と｣ で ､ 俳句に込められた心情や情景が読み取れるの で はな い かと いう見通

しをもち､ そ こか ら鑑賞文の 作成に取り組ん で い っ た｡

O ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ て い る姿

･ 音楽科

合唱単元 ｢ 表現を高めよう - 音楽発表会 - の 取組 - ｣ で の ､ 合唱を創りあげる過程にお い て ､

教師が特別な働きかけをしなくても ､ 感情表現に偏らず､ 音楽の仕組み に 目を向けて ､ そ の

仕組み を表現の 根拠に して い た｡

(イ) 内容面で の 関連

･ 技術 ･ 家庭科 ( と ｢ 科学/ 技術科｣ )

技術 ･ 家庭科 で はもの づくりと いう視点か ら生活に 生きる知識と技術を身に付ける こ と､

及び情報数育として コ ン ピ ュ
ー

タ の操作やその しくみ等 に つ い て 学ぶ こ とを目指して い る ｡

｢ 科学/ 技術科｣ で は ､ 科学や技術 (情報を含む) と いうもの が ､ 我 々 の 生活や社会と どう

関わ っ て い るの かに つ い て学 ん で い くこ と を目指す｡ 内容的に は技術 ･ 家庭科の ｢ A 技術

ともの づくり (技術分野)｣ ｢ A 生活の 自立 と衣食住 ( 家庭分野)｣ と ｢ 科学/ 技術科｣ の ｢ B

地球環境と生活｣ を自然環境の保全と人間社会との 調和の 視点か ら関連付けて い る｡ 前者が

もの づくりな どの実践的 ･ 体験的な活動を重視して い るの に対し､ 後者は表現
･ 思考活動を

重視 して い る ｡ ま た ､ 技術 ･ 家庭科の ｢ B 情報と コ ン ピ ュ ー タ｣ と ｢ 科学/ 技術科｣ の ｢ C
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技術革新と社会｣ を情報通信技術の 発達と人 間社会の影響の視点から関連付けて い る ｡

･ 社会科 ( と理科 ､ ｢ 科学/ 技術科｣ )

地理 的分野 ｢ 世界か ら見た 日本｣ の 世界や 日本の 気候 につ い て ､ 気候帯や気候 区分･の 特

徴で ある植生と ､ 理科の ｢ 天気とその 変化｣ ｢ 植物たちの世界｣ を関連付けて 学習して い る ｡

地理的な事象と科学的な根拠とを重ね合わせ るこ とで ､ 事象 へ の理解を深めて い る ｡

歴史的分野で は ､ ｢ 古代まで の 日本｣ の 人類の 出現と ､ ｢ 科学/ 技術科｣ の ｢ 生命の起源と

生き物の進化｣ を関連付けて い■る ｡ ｢ 科学/ 技術科｣ で扱う､
生命の起源から ､ 自然環境 に順

応して多様に進化 した生 き物と して の ヒ トの 進化を受けて ､ 社会科で の 人類の 出現 に つ なげ

て い く｡ その ことに よ っ て ､
人類の 出現に つ い て の学びが ､ 年表や教科書の記述の 中の もの

として で はなく ､ ｢ 今を生きる ヒトと して の わた したち｣ に 結び つ く実感を伴 っ た学びに な

る こ とを期待したもの で ある ｡ ｢ 科学/技術科｣ で の気づきを持ち出しながら ､ 学習を深めて

い る｡

(3) ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働 か せる学習の様相と教師の働きか け

① ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働 か せ る学習の様相

授業研究を重ねて い く中で ､ 創造的な知性を培うための ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の 見方 ･

考え方｣ を働かせ る学習の様相を次の よう に整理 した ｡

- 35 -

< 教師の働きかけ >

○既有の概念
･ 認識 ･ 価

値観 をゆさ ぶ る教材
･

課題 の提示

○事象と自分との かかわ

りを振り返る場の設定

○概念の拡張を促す

< 科学的な感性 >

○生活場面の想起を促す

○試行実験の場の 設定

○推論 ､ 試行 ､ 観察
･

実

験等の解決方法の提示

< 科学的なものの見方
･考え方>

○ モ デ ル 実験の 場の 設定

○イメ ー ジ図を措く場の

設定

○複数の視点か ら比較 ､

検討する活動の 組織

○協働的に学ぶ活動の組織

○意志決定
･

価値判断の

場の 設定

○学びの振り返りの場の

設定



子 どもの学習対象との 出会い の段階で は ､ 子 どもが ､ おもしろさや不思議さを感じても っ とかか

わりた い との 思 い を高めたり ､ 既有の知識や経験との ずれ を感じ､ 解き明か した い と いう思 い を高

め たりするよう に働きかける ｡ それにより､ 子どもが学習対象との 関係性や追求する ことの 意味や

価値をとらえて い くこと をねらう｡

子 どもが問い や願い をもち ､ その解決や具現に向けて 追求しよう としてくる段階で は ､ 科学的に

探究する こと に価値を感じるように授業を組織 して い くことが大切である｡ 子 どもが解決や具現に

向けて の 見通しをもち､ 推論 ､ 試行 ､ 観察 ･ 実験に向かう こ とをねらう｡ それにより ､ 問 い の 焦点

化が 図られ ､ 概念の 形成や認識の獲得に 向か っ て確か に歩み始め る の である｡

追求問題の解決に向けて 学習を進める段階で は ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ ､ 連

想したり､ 逆 に考えたり､ 事例で考えたり､ 比較 したり､ 分類したり ､ 関係付けたり ､ 要因を分析

したり､ 条件 を整理 したり､ 多面的に見たりする思考法を駆使してくる こ とをねらう ｡ 教師は ､ 各

教科等の特性 ､ 教材の 特性を生 かし ､ 学年の 発達段階を考慮しなが ら ､
どの場面で どんな思 考法を

意図的に問題解決過程に位置付けて いくかを工夫する ことが大切である ｡

様 々 な思考法を駆使して 既有の概念 ･ 認識 ･ 価値観をとらえ直した子 どもは ､ 仲間の 考えを知り

たくなる ｡ こ こ で ､ 仲間との かかわりを促す｡ 仲間との かか わりの 中で ､ 個人ある い は集団､ 社会

に と っ て新 しい価値ある認識 ･ 概念 ･ 価値観を生 み出して い くの である ｡

その過程をふ りかえっ た とき ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方を働かせる こ との大切さに子 どもが

気づ い て いくの で ある ｡ こ の ような問題解決の過程とその ふ り返りによ っ て ､ 創造的な知性を培 っ

て いく ことが で きるの で ある ｡

(多 求める学びを具現する ための 教師の 働きか け .

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ ､ 新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観 を創出す

る学び具現の ため には ､ 次の よう な教師の働きか けが大切で ある ｡

既有の 概念 ･ 認識 ･ 価値観をとら え直そうとする意欲を高める働きかけ

○既有の 概念 ･ 認識 ･ 価値観をゆさぶ る教材や課題 の提示

○事象と自分との かかわりを振り返る場の 設定

○概念の 拡張を促す

新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観の創出に向かうため には､ 既有の概念 ･ 認識 ･ 価値観 に揺さぶ りをか

け ､ ｢ あれ ､
どう な っ て い るの だろう｣ ｢ - に つ い て は っ きりさせ て みた い｣ 等 ､ 当たり前に思 っ て

い た ことや見過ご して い たこ とに対 して ｢ 問い｣ をも つ よう に働きかけて いく ことが大切で ある ｡

揺さぶ りをか けて い くためには ､ 自分と学習対象との かかわり ( 自分との 関係性) に目 を向けて

いくように し､ 学習にはい る前の 自分の 考えを自覚化させるよう にする｡ その後の教材や課題の提

示と自分の 考えとの ずれが ､ 子 どもの中に ｢ 問い｣ を生 むか らである ｡

教材や課題 の提示は､ 考える対象の拡張を促すよう にして い く｡ 分数と小数 ･ 整数との 関連や性

質 ･ 規則性と実生 活との 関わりに対象を広げて いく ことで ､ ｢ どんな関係があるの だろう｣ ｢ どう生

かされて い るの だ ろう｣ 等の 姿を生 むからである ｡

既有の概念 ･ 認識 ･ 価値観の とらえ直しに 向かう観点を絞り込むための 働きか け

(｢ 科学的な感性｣ を働かせる ための 働きかけ)

○生活場面の想起を促す

○試行実験の 場の設定

○推論､ 試行 ､ 観察 ･ 実験等の 解決方法の 提示
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｢ どんな関係があるの だろう｣ ｢ どう生 かされて い るの だろう｣ と いう問い は ､ そ の ままで は解決

に向かわ ない ｡ なぜ なら､ 解決して いく内容も方法も明らかにされて い ない からで ある ｡

解決して い く内容を明らか にするため には､ ｢ どんな関係があるの か ( ある い は どう生 かされて

い る の か) ､ 0 0 に つ い て 考えて い けばよさそう｣ と､ 子 どもが考える観点を絞り込み､ 解決の 見

通しをもて るようにするこ とが大切で ある｡

そ の た めに有効な働きか けが ､ ｢ 生活場面の 想起を促したり､ 試行実験 の場を設定 したりする｣

こと である ｡ 実生活の場面を具体的に想起したり ､ 試 しの実験を繰り返したりする こと で ､ わか っ

て い る こ と､ わか らない こ とを整理 し ､ 問 いが絞り込まれて い くからで ある ｡

考える観点が絞り込ま れてきた段階で は ､ 推論や観察 ･ 実験の仕方等の 解決方法を複数提示して ､

子どもが解決 へ の見通しをも つ ように働きかけて い くことが大切で ある ｡

既有の 概念 ･ 認識 ･ 価値観の とらえ直 しを図るための働きかけ

(｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせる ための 働きかけ)

○モ デル実験の場の設定

○イ メ ー

ジ図を措く場の設定

○複数の視点から比較 ･ 検討する活動の組織

間 い の 絞り込み が図られ たら､ ｢ モ デル 実験を行う｣ や ｢ イ メ ー ジ図を措く｣ 場を設定し､ 自力

解決の場を保障する ことが大切で ある ｡

自力解決の 場で は ､ 子 どもの 状況を見取りなが ら ､ ｢ 比較｣ ｢ 分類｣ ｢ 関係 づ け｣ 等の ､
思考方法

を駆使できるように個別に支援 して い くようにする ｡

子 どもが 一 つ の結論で安定して しま っ て い る状況で は､ 学級や グル ー プ で考えたこ とを出し合い ､

自分の考えを見直したり多面的に問い の 解決に 向かうよう にする こ とが大切である ｡

新たな概念 ･ 認識 ･ 価値観の創出に向かうための 働きかけ

○協働的に学ぶ 活動の組織

○意志決定 ･ 価値判断の場の 設定

○学びの振り返りの場の 設定

学習の最後の段階で ある ｡ 子どもがとらえ直しつ つ ある既有の概念 ･ 認識 ･ 価値観を､ 自分にと っ

ても､ 集団 ･ 社会にと っ て も価値ある概念 ･ 認識 ･ 価値観と して い くために､ 協働的に学ぶ活動を

組織して いく ことが大切で ある ｡ 仲間とかかわり合う こ とで ､ 多面的 ･ 多角的 (総合的) に ､ 自分

の考えの妥当性 ･ 客観性 ･ 有効性等 を検証して い く｡

協働的に学習を進めた後 ､ 自分なりの 最終的な結論づけをする場である意志決定 ･ 価値判断の場

を設定する ことで ､ 既有の概念 ･ 認識 ･ 価値観をと らえ直し､ 新たに再構成された概念 ･ 認識 ･ 価

値観を生み出して い くの で ある ｡

(4) 連携教育課程の評価

(力 単元､ カリキ ュ ラム評価

今年度は ､ 各教科の単元におけるル
ー

ブリ ッ クの 作成とそれ に基づ い た個人プロ フ ィ
ー ル の作成 ､

｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を評価する ための パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トの実施を行 っ

た｡ また ､ 今後 ､
より広い 客観的な見地から私たちの 取組の 評価を行うために ､ P I S A テ ス トの

一 部問題を実施 ( 中学 3 年生) し､ P I S A が定義する ｢ 科学的リテ ラ シ ー ｣ が どの程度はぐくま

れて い るか客観的に診断する予定で ある ｡

昨年度より評価の 観点を ､ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ､ ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え
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方｣ ､ ｢ 技能 ･ 表現｣ ､ ｢ 知識 ･

理解｣ の 5 観点と設定 して

きた｡ ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣

は自分と学習対象との 関係

性の 気づきによ る学習意欲

の 高まりを評価する観点で

ある ｡ ｢ 科学的な感性｣ は ､

こ の 関心 ･ 意欲の 高まりを

受けて の ｢ 学習対象との か

かわりの 中に科学的に探求

する価値を見出す能力｣ を

評価する観点で ある｡ ｢ 科

学的なもの の 見方 ･ 考え方｣

は
､ ｢ 分析的ある い は総合

的思考力｣ を評価する観点

である｡ 本研究に お い て は､

従来の ｢ 思考 ･ 判断｣ を ､｢ 科

学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なも

のの 見方 ･ 考え方｣ の 2 観

点に分けるこ とと し､ 全体

として は他の観点と併せ て

5 観点として い る ｡ 単元 ご

と に 5 観点を設定し ､ 観察

対象児を中心に発言 ､ 行動

等を追い ､ 評価を行 っ て い

くことと した｡

重点単元におけるル ー ブリ ッ クと評価結果
グル ー プ名 (｢か が く｣ ･ ｢自然科学科｣ ･ 理科 ･ ｢科学/ 技術科｣)

早
フt
中学 2 年生理科 動物の 世界

評
価
規
準

⑳ ブタの 小腸を観察し ､ 小腸の 仕組み やその 働 きに 興味 . 関心 をもつ
o

⑳ ブ ドウ糖よりデン プン の 粒の 方が大きい こと を証明す る実験の 構想 をして見通 しをもつ o
⑧ 実験結果か ら ､ ブ ドウ糖よりデ ンプ ンの 粒の 方が大 きい こと を見 出す o

㊧ 構 想した検 証実験を的確に轟い ､ 消化 . PB q又の しくみ を図示す るo

⑳ 消化 . 吸収の 仕組み を粒の 大きさが変わる仕組み と捉える ことが できる
o

′ ヾ

フ

オ
【課題】 ｢ ブ ドウ糖 よりデ ンプ ンの 粒の 方が大き い こと を証明 しよう｣

ー

E ) ①
ブタの 小腸を提 示する o

ン
ス (参検 証するための 実験 を構 想する o
チ

ス ③構想 した内容をもとに 実験 を行 い , 実験の 結果を得る o
ト
の (む実験 の結 果を整理 して 考察する○
内

容
⑤考 察したこ とをもとに消化 . 吸収の 仕組みを説明する○

ル

I
ブ
リ
ツ

ク

≡

.-

:
;. ; ■

関心
.

意欲
.

態度 科学的な感性
科学的なもの の

見方 .

考え方
技能

. 表現 知識
.

理解

5 構想 .

実験 に積極 実験 結果 を正 しく 実験結果 から粒の 粒の 大きさ ､ 粒 の 消化 . 吸収を粒の
す ばらしい 的に 参 加 し､ ワ- 予想 しなが ら構 想 大 き さの 違 い を見 種類 をかえて 表現 大 きさの 変化 で 説

ク シ ー

ト全体が記

述されて い る

す る 出す する 明す る

4 構想 .

実験 に幸美軽 実験 結果 を予想 し 実験 結果 から考察 一部粒の 種類 をか 消化 .

吸収の どち
よ い 的に 参加 し､ ワ- なが ら構想す る す るが粒 の 大き さ えて 表現する らか を粒の 変化 で

クシ ー

トがほほ記

述されて い る

につ い て は十分で

ない

説明する

3 構 想
ー

実験 に参加 実験結 果は予想し 実験 結果か ら考察 粒の 大 きさの 違 い 消化
.

吸 収 の 仕組

普 通 して ワ- クシート
に必要 なこ とは記

述 されて い る

ない が構想はする す る を表現する みを説明する

2 構想 .

実験 に参加 実験 を少 し構想 す 実験 結果か ら考察 一部粒として表現 消化 . 吸 収の どち
あ と

一 歩 してい るが ､ ワ-
クシートヘ の 記述
が 少ない

る を少しす る す る らかを説明できる

1 構想 .

実験 に参加 実験を全く構想で 実験結果か ら全く 粒と して 全く表現 消化 .

吸 収の 仕組
努力が必要 せ ず ､ ワ ー クシー

トヘ の 記述が ない

きない 考察できない できない みを説明できない

対
負
児

坐
徒
の

プ
ロ

フ

イ

n
ル

㊥ 5

A 1

A 2

ア 単元ル ー ブリ ッ クの作成

単元の 中で ､ パ フ ォ ー

マ ン ス テス ト等を評価方法に用い た場合､ 課題に取り組む生徒の様相に

は幅が できる ｡ その ような幅の できた生徒の様相を的確 に評価する ため に､ 今年度は単元ル ー

ブ

リ ッ ク を作成してきた｡ ル ー ブリ ッ クとは ､ 生徒の 様相の 幅を レベ ル に分け､ それぞ れの レ ベ ル

における生徒の様相の特徴が言葉によ っ て記述されて い る評価基準秦 ( 評価指標) の こ とである｡

単元レ ベ ル で の ル ー ブリ ッ ク は以下 の ような手順で作成されて い る ｡

① 各教科の 目標､ 内容を設定する

② 5 観点 (｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ ､ ｢ 科学的な感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ ､ ｢ 技能 ･

表現｣ ､ ｢ 知識 ･ 理解｣) に対して評価規準を作成する

(彰 評価方法を開発する

④ 5 段階の 評価基準を作成する｡ 評価規準と共に
一

覧表に し､ ル ー ブリ ソ ク完成

⑤ ル ー ブリ ック に したが っ て査定 ･ 評価

⑥ 査定の 方法､ 評価の 方法 ､ 評価規準 ､ 評価基準の 妥当性 ､ 信頼性､ 客観性の 検討

単元ル ー ブリ ッ ク を作成した こ とに より､ 客観的で 妥当性の ある評価が可能とな っ た ｡ ｢ 科学

-
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探究科｣ 小学校 3 年の ル ー ブリ ッ ク の ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を例にあげると ､ 手作り

の よさを ｢ 科学的根拠｣ からとらえて い れば ｢ 基準 3 ｣ ､ ｢ 自分の 追求｣ か らとらえて い れば ｢ 基

準 4 ｣ ､ ｢ 複数の 視点｣ からとら えて い れば ｢ 基準 5 ｣ ､ と いう ように ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考

え方｣ の 段階が ｢ とらえ方の違 いを表す言葉｣ によ っ て 明確 にな っ て い る ｡ こ こまで の単元ル ー

ブリ ッ ク 実践を見る と ､ ｢ 感性｣ の 段階性は ｢ 課題の見出し方の 違い｣ ｢ 見出す観点の 数の 違い｣

｢ 性質の と らえ方の レベ ル差｣ ｢ 思 いや願 い からの見通しの もち方の 違い｣ などか ら表さ れて い る｡

また ､ ｢ 科学的なものの 見方 ･ 考え方｣ の 段階性は ｢ とらえ方の違 い｣ ｢ 考える観点の数の違 い｣ ｢ 考

えの 見通しの レ ベ ル差｣ な どから表されて い る｡ こ の よう に､ ｢科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の

見方 ･ 考え方｣ の評価を客観的で安当性のある評価 にして い くことは意味があると考える｡ 単元

ル ー ブリ ッ ク は作成したが ､ 今後､ 評価を通 じて ル ー ブリ ッ ク自体の 見直しを図 っ て い かなかれ

ば なら ない ｡ 5 観点､
5 段階の基準設定が果た して 実用的か どうか ( 3 段階と して 中間を見て い

く) も含めて 検討して い く必要がある｡ また ､
こ の ル ー ブリ ッ ク を通知表 へ どう反映して い くか

が課題で ある ｡

イ ブロ フ ィ ー ル の 活用

単元ル ー

ブリ ッ ク と併せ て ､ そ れに基づ い たプ ロ フィ ー ル を作成して い る ｡ そ して ､ 単元での

5 観点の かかわりと学びの 履歴を積み重ねて いく ことで ､ 連携 カリキ ュ ラム の 効果をみ と っ たり､

他単元における子どもの 学びを予測したり､ 単元の 見直しを図 っ たりする資料と して 活用して い

くことが できると考えて い る ｡ 今年度は科学系教科の各単元 (幼稚園3 歳児から中学校 2 年) の

ル ー ブリ ッ ク に基づき､ 個人プロ フ ィ ー ル を作成 した2 4 名の ｢ 科学的な感性｣ と他の 観点の 相関､

｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ と他の観点の相関を調べ た ｡

< ｢ 感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ と他の観点との相関表 >

｢ 感性｣ と関心 ･ 意欲 ･ 態度の相関 ｢ 見方 ･ 考 え方｣ と関心 ･ 意欲 ･ 態度の相関

感 性 見方 ･ 考え方

5 1 人 5 人

4 6 人 7 人

3 2 人 3 人

3 4 5

関心 ･ 意欲 ･ 態度

｢感性｣ と技能 ･ 表現の相関

感 性

5 2 人 4 人

4 1 人 4 人 5 人

3 1 人 1 人

3 4 5

技能
･

表現

｢ 感性｣ と知識 ･ 理解の相関

感 性

5 5 人

4 5 人 5 人

3 1 人 1 人

3 4 5

知識 ･ 理解

5 3 人 6 人

4 2 人 2 人 6 人

3 5 人

3 4 r 5

関心 ･ 意欲 ･ 態度

｢見方 ･ 考 え方｣ と技能 ･ 表現の相関

見方 ･ 考え方

5 4 人 3 人

4 4 人 3 人 2 人

3 2 人

3 4 5

技能
･

表現

｢ 見方 ･

考 え方｣ と知識 ･

理解の相関

見方 ･ 考え方

5 1 人 6 人

4 4 人 5 人

3 2 人

3 4 5

知識 ･ 理解

｢ 感性｣ と ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ の段階が同じ子 どもが 2 4 人中 1 3 人で ､ 他の 観点と比べ て

最も多い 人数で ある ｡ ま た､ ｢ 感性｣ が 3 で ｢ 関心
･ 意欲 ･ 態度｣ は 4 の 子 どもが 3 人 ､ ｢ 感性｣

が 4 で ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ が 5 の 子どもが 7 人い る ｡ ｢ 感性｣ の段階より ｢ 関心
･ 意欲 ･ 態度｣

-
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の段階が低い 子 どもは い な い ｡

｢ 見方 ･ 考え方｣ と｢ 知識 ･

理解｣ の段階が同 じ子どもは､ 1 8 人中1 0 人 で他の観点と比 べ て最も多い ｡

｢ 見方 ･ 考え方｣ が 3 で ｢ 関心 ･ 意欲 ･ 態度｣ は 4 の子 どもが 2 人 ､ ｢ 見方 ･ 考え方｣ が 4 で ｢ 感心 ･

意欲 ･ 態度｣ が 5 の子 どもが 5 人 ､｢ 見方 ･ 考え方｣ が 5 だが｢ 知識 ･

理解｣ が 4 の子 どもが 1 人｡｢ 見方 ･

考え方｣ の 段階より ｢ 知識 ･ 理解｣ の段階が低 い 子 どもは 1 名だけである｡ こ の こ とから ｢ 科学

由な感性｣ と相関が若干高 い もの が ｢ 感心 ･ 意欲 ･ 態度｣ で あり､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣

と相関が若干高 いもの が ｢ 知識 ･

理解｣ で ある こ とが言えそうである｡

ウ パ フ ォ ー

マ ン ス テス トの 実施

｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ は従来の ペ ー

パ
ー

テ ス トで は測定 しにくい 能

力で ある と言える ｡ 昨年より ｢ 説明する｣ ｢ 予測する｣ ｢ 利用法を考える｣ 等の パ フ ォ ー

マ ン ス テ

ス トの 開発 により､ はぐくみの 評価 に迫る こ とが で きた ｡ 今の と ころ パ フ ォ ー

マ ン ス テ ス トは ､

単元で はぐくまれ た ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ をみ とる ことを役割と し

て 位置づけられ て い る｡

(7 7) 小 3 自然科学科 ｢ 日光の性質と働き｣ ､ 単元終了後に実施したパ フ ォ ー マ ン ス テス ト

< パ フ ォ
ー マ ン ス テス ト> こ の単元に お けるル ー ブリ ッ ク

マ ル チや温室に日光の性質が どのくら い利用さ

れて い るの か調べ る方法を考えまし ょう ｡

以下の よう な記述があ っ たとする ｡

マ ル チ は黒い し､ ビ ニ ー ル だから日光を吸収

して土 が温ま る ｡ 土 と マ ル チの下 の土 を温度計

で測 っ て 違い を比 べ る｡ 温室は全体が ビ ニ ー ル

だから日光を通すの であたたかくなる ｡ 温度計

で 中と外で どの くらい 温度が違うか調べ る ｡

(｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣)

性質と調べ る方法 4 つ 記述

性質と調べ る 方法 3 つ 記述

性質と調べ る方法 2 つ 記述

性質と調べ る方法 1 つ 記述

≡董 記述なし

この 記述をル ー ブリ ッ ク に照らして みると ､ 日光の性質に つ い て の 記述が 2 つ ､ 性質を使 っ

て調べ る方法の 記述が 2 つ ｡ 計 4 つ の記述がある ｡ これにより見方 ･ 考え方は ｢ 5 ｣ と評価で

きる ｡

(イ) 中 2 理科 ｢ 動物の世界｣ ､ 単元終了後に実施 したパ フ ォ ー

マ ン ス テス ト

< パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス ト>

1 デ ン プ ン とブ ドウ糖の 粒の 大きさ に つ い て

言える ことは何か ｡

2 どの ような方法で 大きさ を比 べ る こ とが で

きるか｡

3 どの ような ことが分か っ たか ｡

4 デ ンプ ン が消化 ･ 吸収される仕組み を図で

表してみ よう ｡

5 言葉で説明しよう ｡

こ の 単元に お けるル ー ブリ ッ ク

(｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣)

実験結果か ら粒 の 大きさ の 違 い

を見出す○

実験結果か ら考察するが 粒の 大

きさ に つ い て 不十分○

実験結果か ら考察する ○

実験結果の
一

部か ら しか考察で

きない ○

実験結果から考察で きない ○

設問 3 と設問5 に対 して 以下の よう な記述があ っ たとする ｡
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3 どの ようなこ とが分か っ たか ｡

ろ紙を通り終わる時間 ブ ドウ糖 -

49 秒8 1 デ ン プ ン -

1 2 分以上

ブ ドウ糖はデ ン プ ン より速く落ちたの で デ ン プン よりブ ドウ糖の 方が粒が大きい ｡

5 言葉で説明しよう ｡

口 へ 入 っ たデ ン プ ンは歯でくだかれ唾液と混ぜ合わさり､ 唾液の 中にある ア ミラ ー ゼ と呼

ばれ る消化酵素により細かく分解され ､ 小腸の 柔毛にある毛細血管に吸収される ｡

こ の記述は､ デ ンプ ンとブ ドウ糖の粒の大きさの違 い を見出して い る ｡ また ､ 粒が大きい も

の か ら小さい もの へ と変化して吸収されると捉える ことがで きて い る ｡ こ の 結果から見方 ･ 考

え方は ｢ 5 ｣ と評価できる｡

パ フ ォ
ー

マ ン ス テ ス トの信頼性と安当性を高めて い くために ､ 開発した パ フ ォ ー

マ ン ス テ ス

トを他校の子 どもに実施してもら い比較検討する ことも考えて い る ｡

工 カリキ ュ ラム評価を進めるために

こ こま で単元ご とのル ー

ブリ ックの作成 ､ パ フ ォ ー

マ ン ス テ ストの実施等により､ ｢ 科学的な感性｣

｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を単元 レ ベ ル で客観的に評価して い くツ ー ル を開発して きた｡

今年度は与れに加えて ､ カリ キ ュ ラ ムを評価で きる ツ ー ル の 開発を進めて い る ｡ ｢ 科学探究科｣ ･

｢ サイ エ ン ス コ ー ス｣ の連携カ リキ ュ ラ ム にお い て は ､ 中学校 3 年生 で の追求をゴ ー ル の 姿と して ､

小学 3 年生か ら 7 年間の 各段階で の子 どもの追求の姿を措 い て い る ｡ (p .2 6 参照) この ル ー ブリ ッ

ク は長期的なもの であり､ かノキュ ラム評価の ツ ー ルとして役立 つものであると考えて いる｡

また ､ もう 一 つ の カ リキ ュ ラ ム評価の方法として ､ P I S A テ ス トの
一

部問題を実施する ｡ P

I S A テ ス トは科学的リテ ラ シ ー

に つ い て の世界 レ ベ ル で の指標で あり､ それを実施する こと に

より､ 私たちが推進してきた科学教育の客観的な評価が得られると考える ｡

② 教育課程評価

ア 共通意識調査

これまで平成16 年 6 月 と平成16 年1 2 月の 2 回 ､ 調査を行 っ た｡ 今回で 3 回目で あるが ､
これま

で の 結果と比較を行う ために､ 調査項目は変えずに実施した｡ 調査は ､ ･ 各設問ごとに次の 5 段階

の 中から い ずれかの 選択とした｡

5 と てもある 4 まあまあある 3 どちらでもない 2 あまりな い 1 ま っ たくな い

< ｢ 科学的な感性｣ >

1 身の 回りの 自然や自然現象に つ い て､ 不思議だと思 っ たり､ 驚きを感じたりする｡
2 生活に使 われてい る道具や機械の しく み に つ い て､ そ の しくみ を想像 したりくわ しく知りた
い と思うこと がある ｡
3 ふ だんの生活や学習の 中で､ ｢ 不思議だな｣ ､ ｢ どうしてかな｣ ､ ｢ どうなって いるのか な｣ と感じる｡
4 自然物 か ら季節の 変化を感じる｡
5 ｢ 自然 っ て い い な｣ ､ ｢ 自然 っ てすばらし いな｣ と感じる｡
6 自分の 生活の 中に ､ 自然やもの の 性質が生か されて い ると感じる｡
7 季節を感じて､ 生き物や植物を探す｡
8 身の 回りの 動植物をじっ と見たり､ 触 っ たりつ か まえたり (採 っ たり) する｡
9 身の回りの自然物を集めたり､ それらを使 っ て遊んだりする｡
1 0 自然の中には､ 自分の理解できな い こ とがと てもたくさんある0
11 環境問題に関心がある ｡
1 2 人の驚い たこ と､ 不思議に思っ たこ との話などに興味がある｡
1 3 授業などで

"

は っ
''

と気づ い たり､ おどろ い たりする｡
1 4 ｢不思議だな｣ ､｢ どうしてかな｣ ､｢ どうな ってい るの かな｣ と思 っ たことを､ 自分で調べ てみようとする｡
1 5 驚 い たこと ､ 不思議に思っ たこと などを進んで人に話そうとする｡
1 6 便利さ ばか りではなく､ 昔の 生活の よさも見直してい くこ とも大切だと思う｡

-
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< ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ >

1 自分の したこ とや思 っ たこ とを相手に ｢ - だ か ら - ( だと思う)｣ と い うように理 由づ けて

話すこと ができる｡
2 何か をするとき に ｢ こうやる とできそうだ｣ ｢ こうすると こうなるだろう｣ と い う見通しを
たててか ら取りか か る

3 こ れまでに学習したこ とと関連づ けて物事を考 える ｡
4 ｢ 前はこうだ っ た｣ と以前の経験と つ なげて考える ｡

5 学習したこ とを身の 回りの 日常生活の 中で関連づ けて考える ｡
6 新しい 内容や考え方などを勉強した ら､ 自分の 生活の 中で実行してみ ようとする ｡
7 理由や根拠をもとに 予想 したり ､

つ く っ て試したりする ｡
8 うまくできな い時に ｢ どう したらできるか｣ と考えて工夫を加えながら何回も挑戦してや っ
てみ ようとする｡
9 わ か らな い こ とがあると､ 自分が納得するま で調べ よ うとする ｡
1 0

1

つ の物 でも､ 使 い 方をい ろ い ろ考えて遊ぶ ｡
1 1 物事に 対して筋道を立てて考える｡
1 2 自分の こ れま での 考え方と違う考え方をするこ とが増えた｡

平成1 7 年度意識調査項目 ( H 1 6 年 2 月作成)

イ 意識調査の分析の視点に つ い ての提案

本年度は ､ 本校園の 連携教育課程実施3 年目で ある ｡ そ こ で ､
これまで の自校の意識調査の経

年比較や他校との比較をもとに ､
これまで で 他教科との 関連が高い 項目や他校より得点の高い 傾

向の 項目を選び出し ､ 今後上昇を期待で きそうな項目と して 定め ておき､ 実際の調査との重なり

やずれか ら成果と課題を出して い こうと考えた ｡ こ こで は､ 全体的な傾向と小学校 3 年生 を例に

と っ て 述べ た い ｡

ウ 特に上昇を期待する項目に つ い ての仮説

(7 7) ｢科学的な感性｣ に つ い て

校園全体として は ､ 項目 3 の ｢ 生 活や学習に不思議さや疑問を感じる｣ 項目に最も着目して

伸びをみ て いく ことに する ｡ 学習対象との 出会い の 段階で ､ 子 どもが面白さや不思議さを感じ､

も っ とかかわりた い との 思 い を高めたり､ 既有の 知識や経験とのずれを感じ ､ 解き明か した い

とい う思 い を高めたりするよう に働きかける こ とは､ 校園全体で力を入れて い る部分で あり他

教科との 関連も高 い ｡

項目 3 は ､ 過去 2 回の 調査で は小学校 5 年生 だけに伸びが見られた｡ こ の伸びの理 由は ､ 本

校教育課程にお い て 4 年生の ｢ 自然科学科｣ で ､
空気や水､ 電気､

天体な ど､ い ろ い ろ な分野

の 学習に出会う ことで科学 - の 興味や関心が高まる こ と ､ また ､ 自分の生活との つ ながりを意

識しなが ら学習するよう にな っ た こ とが関係して い るの で はない かと考える ｡

また ､ 小学校 3 年生 で は ､ 当校は他の小学校と比 べ ると項目 4 ｢ 季節の 変化の 感受｣ ､ 項目 7 ｢ 季

節の動植物を探す｣ の 得点が高い ｡ 自然科学科の 学習にお い て ､ 小川 ･

土 手な どに 出かけて教

師が動植物の 名前を教える などしなが ら､ 子 どもたちが 身近な自然に た っ ぷ りとかかわる中で ､

季節感や自然の不思議さやすば らしさ を感じ取れ るように して い るこ とがよ い 影響を及ぼ して

い ると考えられる ｡ こ の 項目は特に､ 今ま で の取組の成果が表れて い ると考えるの で ､ 今後も

上昇を期待する項目と して 注目して い く｡ ま た ､ 関連する項目として ｢ 自然の素晴ら しさを感

じる｣ 項目 5 に つ い て も上昇を期待する ｡

(イ) ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ に つ い て

校園全体と して は ､ 過去 2 回の 自校の比較にお い て ､ 小学校 5 年生と中学校2 年生 で は項目

1 2 ｢ 違う考え方 - の 着目｣ がか なり上昇して い る｡ 他の学年に お い て も他校と比 べ る と高い 得

点を示して い る ｡ 幼児や低学年の 頃か ら､ 意図的に 以前の経験や日常生 活を学習と関連づけて

考える力をは ぐくむよう にして い る こ とや ､ 多様なもの の 見方 ･ 考え方を出し合 っ て 比較検討
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する 場を積み重ね た成果として ､ 自分と違う考えにも柔軟に目を向け､ その よさ を取り入れよ

うとする姿勢が はぐくまれて きて い るこ とがうかがえる ｡ 今後も､ 項目1 2 に着目して い きたい ｡

小学校 3 年生で は､ 当校は他の 小学校と比べ る と､ 項目 1 ｢ 理由付けて 話す｣ ､ 項目 3 ｢ 関

連づけて 考える｣ の 得点が高い ｡ 自分の したこ とや思 っ た ことを ､ 相手に｢ -

だから( だと思う)｣

と いうよう に理由付けて 話すこ とや ､ これまで に学習した ことと関連づけて ､ 物事をよく考え

る こ とが で きるよう に な っ て きて い る ことがうか がえる ｡ これ は､ 小学校低学年の 時に､ ｢ 自

然科学科｣ で
一

人
一

人が ｢ 身の 回りの動植物の成長や変化｣ や ｢ 身の 回りの 自然｣ へ の 考察を

深めて きた こ とや ､ 他教科にお い ても学習過程の中で ､ 考えに根拠を求めたり､ 事象と事象と

を関係 づけて 考えさせたりする こ とに力を入れてきた結果で あると考える ｡ 3 年生以上 にお い

て ､ 項目 1 項目 3 は他教科との 関連もさらに深まる の で ､
どちらに つ い て も今後も上昇を期待

する ｡

エ 第3 国共通意識調査の 結果と考察

(7 7) ｢ 科学的な感性｣ に つ い て

校園全体 で 上昇 を期待 した項 目 3

｢ 生活や学習の 中で不思議さや疑問を

感じ る｣ で は ､ 中学校 2 年生 で 少 し

上昇 した 以外 は､ 前回 と ほぼ同 じよ

う な結果で あ っ た ｡ こ の 結果 の 理由

は 二 つ 考えられ る ｡ 停滞の 理 由の 一

つ め は調査慣れ に よ るもの で は な い

｢科学的な感性｣ 項目 3 の得点の推移
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幼稚園 5 歳児 小学校3 年生 小学校 6 年生 中学校2 年生

かと いう こと ｡ 停滞の 理由の 二 つ めとして考えられるの は ､ 今出て い る得点が ､ 私たちが作 っ

た教育課程で 目指せ る上限 に近づ い てきたの で はな い かと いう ことで ある ｡

他校と比較する と､ これま で の調査を通して 見て も､ 項目 3 は長岡校園にお い て 最も高い 得

点で ある ことが多か っ た ことか ら､ ｢ 生活や学習の中で ､ 不思議さ や疑問を感じる｣ 力は付い

て きて い ると言える｡ 科学系以外の教科 にお い て ､ 不思議に思わせ たり､ ｢ 感性｣ を揺さぶ る

働きかけをしたり､ 問 い の焦点化や協働な どの 学習課程 を工夫したりする な ど､ す べ て の教科

にお い て感性を養おうとして い る成果であると考える ｡

小学校 3 年生で期待値をかけた ､ 項目 4 ｢ 季節の 変化の 感受｣ ､ 項目 5 ｢ 自然の よさを感 じる｣

項目 7 ｢ 季節の動植物を探す｣ で は ､ 上昇が見られ なか っ た ｡ こ の 理由として は､ 調査慣れの

他に ､ すで に本校園の教育課程で 出せる上限に 近い 得点が出て い るの で はな いか と いう ことが

考えられる｡ そして ､ 他校と比 べ ると ､
これらの 項目にお い て他校より高 い得点が多く出て い

るこ とは
､ 本校園の教育課程の特徴で はな い かと考える ｡

期待した項目以外で ､ どの学年に お い て も上昇が見られ たの は､ 項目 2 の ｢ 道具や機械の し

くみ へ の興味関心｣ で あ っ た ｡ 小学校o) ｢ 自然科学科｣ や ｢ 科学探究科｣ の指導内容に お い て は ､

項目 2 に関する内容を多く取り上げ､ 現行の 教育課程に 日常生活に結び つ ける内容を付加して

指導を行 っ て きて い る ｡ こ のような形

で ､ 校園全体 で 生活の 中で 普段何気

なく使 っ て い る 道具や機械 に 素晴ら

しい 仕組 みが ある こ と へ の 気 づ きを

はぐくんで きた成果で あると考える｡

他校と の 比較 で 本校が 特に 高 い 項

目 をみ る と ､ 5 歳児で は項 目 2 ｢ し
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くみ へ の 注目｣ ､ 小学校 3 年生 で は項目1 3 ｢ 授業での 気付き､ 驚き｣ ､ 小学校 6 年生 にお い て は

項目 6 ｢ 生 活と自然との 結び つ きの 気付き｣ ､ 中学校 2 年生 にお い て は項目1 0 ｢ 自然に は理解

で きない こ とが たくさん ある｣ が他校よりかなり高い 結果が 出て い る｡ こ の ような ことから本

校の 取組の成果が着実に表れて きて い ると言える ｡

(･() ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考 え方｣ に つ い て

校園全体で注目 した項目1 2 ｢ 違う考

え方 へ の 着 目｣ で は､ 小学校 3 年生

と中学校 2 年生 で 少し上 昇が 見ら れ

た ｡ 3 回の 得点の 推移をみ て も､ 5

歳児以外で は どの 学年も回を追う ご

と に 伸 びて い る｡ 5 歳児で 伸び が見

られ ない の は ､ 項目1 2 は幼稚園に と っ

｢ 科学的なものの見方 ･ 考え方｣ 項目1 2 の得点の推移

臣1 回目 EB 2 回 目 田 3 回目
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幼稚園 5 歳児 小学校 3 年生 小学校 6 年生 中学校 2 年生

て は発達段階に合 っ て い ない ためで はない かと考えて い る｡

小学校 3 年生 で注目 した項目 1 ｢ 理由付けて 話す｣ ､ 項目 3 ｢ 関連づ けて 考える｣ で は ､
上

昇が見られた ｡ やはり､ 2 年生 の 時に ｢ 自然科学科｣ で ｢ 身の 回りの動植物の成長や変化｣ や

｢ 身の 回りの 自然｣ へ の 考察を深めて い たからで は ない かと考える ｡ 他の学年に つ い て も項目

1
､ 項目 3 に つ い て上昇が多く見られた ことか ら､ 校園全体としても ｢ 相手に理 由付けて 話す

力｣ や ｢ 学習した ことと関連づけて ､ 物事 をよく考える力｣ が伸びてきて い ると言える ｡

｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ の

全項 目 にお ける 平均値の 推移 をみ る

と
､
どの学年にお い て も 2 回目より 3

回目に伸びが見られた｡ これは ､ 小学

校 で は ｢ 拡張､ 絞り込み ､ 統合｣ ､ 中

学校 で は ｢ 視点の 転換｣ へ の 着目 と

い う学習過程 の 工 夫によ る効果で は

｢科学的なものの見方 ･ 考え方｣ の平均値の推移
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幼稚園5 歳児 小学校 3 年生 小学校6 年生 中学校 2 年生

な い か と考える ｡ そう い っ た数々 の取組の 成果が ､ ｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ にお い て は ､

は っ きり得点として表れて い ると言える ｡ なお ､
グ ラ フ は同じ子 どもたちを 3 回調査 した グラ

フで ある ｡

オ 基礎学力の 評価

(7 7) 標準学力テス トに よる分析

科学教育に重点を置 い た教育課程

を編成する こ と によ り､ 児童 ･ 生 徒

の 学 力が どう い う傾 向 を示すか を､

N R T や C R T によ っ て 分析した｡

右 は中学校 にお い て 平成17 年 4 月

に 実施した 1 年生 の 理科の N R T の 結

果 を表した グ ラ フ で ある ｡ N R T の 結

果 は高 い 数値 を示し て い る ｡ 教科部

中学校1 年理科N R T 結果
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標準得点の 段階

による分析の 結果､ 理科では､ どの学年でも ､ 全国平均からみても高い 通過率を示し ､ 特に物

理分野の 通過率が高い ｡ 数学で は､ 計算力 ､ 論理的思考力が どの 領域でも優れ て い る｡ しかし ､

数量関係で やや落ち込みが見られた｡ こ の ような分析結果を今年度の カリ キ ュ ラ ム編成に生 か

してきて い る ｡
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また ､ 平成16 年度末に行 っ た C R T の結果､ 得点率は各教科とも全国平均と比較して ､ 高 い

数値を示 して い る ことが わか っ た ｡ 本校園独自の科学教育を推進した結果 ､ 理科や算数な どの

科学系教科で の伸びが見られるの はもちろ ん,

成で きて い ると言える ｡

(イ) 標準学力テス トと共通意識調査結果の 関連

右 は小学校 6 年生の デ ー

タ で ､ 縦軸 に算

数と理科の C R T 得点を､ 横軸に意識調査の

｢ 科学的な感性｣ 得点､ ｢ 科学的なもの の見方 ･

考え方｣ 得点をとり､ そ の ちら ばりを表 し

たもの で ある ｡ こ の 様子から も分か るよう

に ､ かなりの子 どもが右上 の ゾ ー

ン
､
つ まり､

標準学力テ ス トと意識調査 の 双方で 高 い 数

値を示 して い る ｡

これ らの こ とから
､ ｢ 科学的な感性､ 科学

的なもの の 見方 ･ 考え方｣ は学力と相関関係

にあり､ ｢ 科学的な感性､ 科学的なもの の見

方 ･ 考え方｣ の はぐくみを目指すこ とにより､

基礎学力の 向上 にも つ なが ると 言える ｡ 今

後も こ の よう な仮説 をもちなが ら ､ 検証を

行 い ｢ 科学的な感性 ､ 科学的なもの の 見方 ･

考え方｣ をは ぐくむ教育課程の 有効性 に つ

い て 明らかに して い きた い ｡

他教科にお い ても学習指導要領の 内容が十分達

6 年生 ( 感性)
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感性平均

.
6 年生 ( 見方 ･ 考 え方)
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見方 ･ 考え方平均

(参 研究組織評価

幼 ･ 小 ･ 中の連携が軌道に乗り､ 各校園の 指導案検討や授業公開に幼 ･ 小 ･ 中の 連携グル ー プや

科学教科以外の教員が参加するな ど実質的な連携 を深めて きて い る ｡ 昨年度の 取組である月 1 回程

度の グル ー プ研修 ､ 組織の 見直し､ 定期的な幼 ･ 小 ･ 中合同研修による成果を継続しつ つ ｣ 今年度は､

連携研究を進める上 で の研究組織の在り方に つ し? て ､ 内部評価と外部評価の 両面か ら評価し , 意識

調査ヤ ア ン ケ -

ト等の デ ー タから導き出される結果を分析 し､ 連携研究を進める上 で のよりよ い研

究の 運営､ 研究組織の在り方を探 っ て い る ｡

内部評価として 7 月末に実施 した教員意識調査の分析から以下の ような成果と課題が見えてきて

い る ｡

< 成果 >

O ｢ 感性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ に つ い て の み とりは､ 教員の 意識が向上 して い る ｡ ｢ 感
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性｣ ､ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ が科学系教科以外で も明らか にな っ たことから科学系教科

担当と科学系教科以外の 教員の 意識に差はなく ､ 全教科で みとりが豊か に な っ てきて い る ｡ ま た､

各校園とも評価基準の 設定や パ フ ォ ー

マ ン ス テ ス トの 開発 ､ 実施により意識的なみとりを行 っ て

きた成果で あると考える ｡

○ 幼 ･ 小 ･ 中の つ ながりを意識して教科の指導目標 ､ 指導内容 ､ 指導方法を構想するよう にな っ

てきて い る ｡ 特に科学系教科だけで なく ､ 科学系教科以外の担当者も1 2 年間の つ ながりを強く意

識して指導 して い る こ とは着目すべ き点である ｡

○ 教材や指導法の 開発､ 改善に つ い て ､ 全体の 9 割を超える教員が前向きに開発や改善を試みる

ように な っ て きて おり､ 意識の 向上が見られる ｡ 幼稚園で は ､ 研究保育を通しなが ら ､ ｢ 科学的

な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ る環境の構成と援助の あり方等を具体的に考え､

改善を行 っ て きて い る ｡

小学校で も､ ｢ 感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ る指導法を工夫し､ 子どもの 生

活と関わりの ある事象を教材化したり､ 科学的な概念と生活とを つ なぐモ デル の 開発､ 数量 ･ 図

形の概念の 関連づけや論理的推論等を意識したりと い っ た改善が見られて い る ｡

中学校で も､ ｢ 科学的な感性｣ ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を働かせ るために粒子概念を形

成するための検証実験やイメ ー

ジモ デ ルの 導入等の 教材開発お よび先行オ ー ガナイザ ー による授

業展開な ど指導法の改善を進めて い る ｡

○ 授業実践等を通 して の 教員の 自信や満足感に つ い て は､ ｢ と ても向上 して い る｣ ｢ 向上 して い る｣

とした教員が増加 した ｡ 特 に科学系教科担当者を中心に満足感や達成感がみられる ｡

< 課題 >

○ 教材や指導法の 開発､ 改善に つ い て ､ 今後カリ キ ュ ラ ム改善との 関連を意識 し､ 年間を通して

すべ て の 単元に通じるような教材開発や指導法の 改善が求められて い る｡

○ 大学との連携に つ い て は ､ 昨年と同様で 組織や教科により差があるようで ある ｡ 大学との 連携

の 在り方とその ことに よる効果 につ い て ､ 今後明らか にして い く必要がある ｡

○ 教員の 授業改善に 向けて の研修意欲は ､
全体的な向上が見られるが ､

カ リキ ュ ラ ム改善に つ い

て は停滞して い る ｡ また ､ 全体的に科学系と科学系以外の 教科の研修意欲の差は縮まりつ つ ある

が ､ それぞ れが前向きに役割を果たす姿勢が課題と してあげられる｡
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第 1 年次に ､
3 つ の 連携の グル ー

プが作成した ｢ 活動 ･ 単元関連表｣ を ｢ 内容関連表｣ とあらため ､ より

学習内容の系統性が示せ るように した ｡ その ｢ 内容関連表｣ に基づき､ 連携グル
ー

プ毎に12 年間を見通した

年間指導計画を作成し ､ 実践して きた ｡ さらに ､ 連携カリキ ュ ラ ムの 有効性を実証するために ､｢ 科学的な感性｣

｢ 科学的なもの の見方 ･ 考え方｣ の段階的なみとりを連携 グル ー

プ ご とに検討してきた｡

ま た
､ 評価で は､ 評価の在り方に つ い て ､ 評価部だけで なく全職員が研修する機会を設け､ 研究の 方向性

を示すこ とが できた｡ それにより ､ 各教科等にお い て パ フ ォ ー

マ ン ス テス トを含むオ ー セ ン テ ィ ッ ク
･

ア セ

ス メ ン トや ポ ー ト フ ォ リオな どの評価方法を開発する ことが できた｡

そ の結果 ､ ｢ 生活との 関わりをより強めて い くこ と｣ や ｢ 概念の 段階性 ･ 系統性を重視する こ と｣ 等､
こ

れからの 科学系教科等にお い て これまで 以上 に大切 に して い か かナれ ばならない こ とを見出し ､ 具体的な目

標 ･ 内容 ･ 指導計画等で提言するこ とが できた｡ しか し､ 次の 2 点が課題として 残され て い る｡

1 点目は､ 開発した教育課程につ い て ､
1 年間の授業実践 を通して 明らか にして い くこ とである｡

新設教科等の 目標 ･ 内容 ･ 指導計画等は ､ 授業 にお ける子 どもの 姿を通 して 明らか に したもの であるが ､

絶えず見直しを図 っ て きたために ､ 開発した教育課程で 1 年間継続した実践は行われて い な い ｡ 限られた単

元で ､ 研究の 成果と課題を見出してきたのが ､
これまで の取組で あ っ た ｡ これまでの 取組により整 っ た教育

課程で ､ 1 年間授業実践を行い ､ そ の成果を実証的に 明らかに して い く必要がある ｡

2 点目は ､ 科学系以外の教科等に ｢ 科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を取り入れた指導の 有効性をさらに 明

らか にして い くこと である｡

これまで の 3 年間の 研究開発は ､ 科学系教科等に重点を置い た研究開発であ っ た ため ､ 科学系以外の教科

等との 関連を明確 にしたカ リキ ュ ラ ム 開発が十分になされて きたとは言えない ｡ 具体的に は､ 内容的な関連

につ い て は ､ 小学校の 国語科､ 社会科､ 家庭科な どの 一 部の教科を対象にして 行 っ て きたが ､ 関連を図 っ た

ことの 妥当性 ･ 有効性の 検討は積み残してきて い る｡ また ､ 資質 ･ 能力申で の 関連は､ ｢ 科学的なもの の見

方 ･ 考え方｣ を ｢ 分析的 ･ 総合的思考力｣ と広くとらえる ことで ､
全教科等で その はぐくみ をねら っ てきた

が ､ 各教科等で それぞれの 立場で取り組ん で い る段階で ある ｡ これま での 取組で見えて きた､ 科学系以外の

教科等 に ｢科学的なもの の 見方 ･ 考え方｣ を取り入れた指導の 有効性を整理して い くこ とで ､
こ れま で 開発

した科学系教科等の カリ キ ュ ラ ム の見直しや科学系以外の教科等の カリキ ュ ラム作成を行い ､ 具体的な教育

課程と して まとめて い くこ とが必要である｡
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